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(Maxine Morganson - A New Discovery)
text by Diane Hargreaves

'Elves','Christmas Elves' - E.J.'1aylor

'W father as the family bulldog '
'Appearing One Nieht Only' - Maxene Morganson

ドール・フォーラム・ジャバン

1995年 5月 19日

ドール・フォーラム・ジャバン事務局発行

ドール・フォーラム・ジャバンは、日本の

アーティスト・ ドールを支援するためにつく

られた情報誌「ドール・フォーラム・ジャパ

ン」の購読会員による非営利の組織で、購読

会費とユーラシア・ ドールズのスポンサーシッ

プにより運営されています。
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会場展覧会名 会期

日本経済新聞社主催

「人形芸術の世界展

夢二か ら現代ヘ

5/11-23

6/29-7/5

7/20-8′/6

大阪 。なんば高島屋

東京・銀座松坂屋

名古屋 。松坂屋美術館
堀柳女、平田郷陽から
四谷シモン、与勇輝まで
37人 120余 点

6/25
S

7/1

東京 日本橋丸善4F
10am-19pm最 終日17pmまで

同時開催 ガィ・ベア・フェア
8ドルスバラード03-3691-3572

「世界の人形展」

一若月まり子

妖精の世界一

岩崎ミュージアム (横浜 )

9:40-17:30(最 終 17pmまで)

横浜市中区山手町254

8045-623-2111 入館¥300

ゆすら人形展

―丘の上まで

会いに来て一

5/17
S

5/28

中村みどり。

安藤早苗二人展

5/21～

5/30

5//27
S

6/4

メノワ (ホテルオークラ本館 lF)

11:00-18:00

東京都港区虎ノ門2-10-4

2,03-3582-0111
山口景子人形展

「遠い国、

遠い人々」
０

　

　

５

大丸 。四条烏丸 (京都 )

5階アートサロン

10:00-19:00(最終日17:00)

21075-211-8111
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写真上 :若月まり子 (世界の人形展 ) 展覧会
下左 :中村みどり。安藤早苗■人展 右 :ゆすら人形展
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【リビュー】 (個人・グループ)
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住所 。開館時間 5月 / 6月 / 7月 / 8月

横 浜 人 形 の 家

(企画展示室 )

〒231横浜市中区山下町 18
2,045-671-9861

10:00-17:00困  月曜日

6/3 - 6/26

新着人形展

7/16 - 8/15

夏期特別展

新宿せ
~‐
ら ⌒一る

(人形展示のみ掲載 )

〒160新宿区歌舞伎町1-30-1

新宿PEPE 6F 803-3205-2673

10:30-20:00 年中無休

5/21-5/30

中村みどり。安藤早苗

二人展

6/11 - 6/20

ホリヒロシの

人形教室展

昔 人 形 青 山

ギャラリーKl
(ア ピール・ボックス)

〒603京都市北区室町通
北大路下ル小山東大野町 69
2:ヽ 075-415-1477  PM  l- 7

5月 1日 ^V7月 31日
土井陽子 (神奈川 )

長谷川彩美 (兵庫 )・松田珠江 (東京 )

木 曽 駒 ド ー ル ア ー ト

ミ ュ ー ジ ア ム

昔 人 形 コ レ ク シ ョ ン

東 京 展

人 形 玩 具 学 会

第 7回大会
をミ房伺イ

[予
司巨

日本で初めて、アーティスト・ ドールの

展示を専門に目指すミュージアムが木曽福

島町に、この夏オープンします。

☆オープン 8月 1日
(7月 31日  オープニングレセアション)
☆常設展示「中西京子人形作品展」

☆オープニング記念特別展示

「現代ドールアーティストによる作品展」

(出展予定作家 :高橋操、藤井路以、

三輪輝子、小林美枝子、黒沢正子 )

【木曽駒 ドールミュージアム】

長野県木曽郡木曽福島町新開 130番地
*お問合せはDFJ事務局でも受付けます

7月 14日 (金 )～ 16日 (日 )
午前 10時～午後 7時
東京都港区芝 増上寺

平田郷陽作の市松人形他、百余体の

昔人形に加え、アピールボックスin

To時oと して岡馬勲、山本七生、山吉
由利子の創作人形も展示。

☆「人形とワインの夕べ」

同会場にて 7月 15日 (土 )
午後 6時 30分～ 9時 参加自由
軽飲会の用意あり

連絡先 :上記「昔人形青山」欄参照

DFJワ
ー ク シ ョ ッ プ

「和紙による表面処理」

DFJ主催  GDS
コンベンション参加ツアー

関連展示 :「人形の国のアーティスト」
6月 14日～ 6月 18日

横浜人形の家多目的室 & メルバ″ ギャラリー

パ フ ォ ス :通イ言

講師に岩切克樹氏を迎え岩切夫妻の開拓し

た和紙による表面処理の技術を修得します

期日 :6月 25日 10:00～ 16:00
会場 :岩切人形教室 (東京都世田谷区)

定員 :15名
会費 :DFJ会員8千円 非会員 1万円

(材料費十お茶菓子込/昼食含まず )
申込方法 :葉書にてご予約下さい

あて先 : DFJ事 務局 (住所19頁 )まで
*申込が 10名を満たない場合は中止致します

今年のGDS(クロー′
'レ

・ド■・ソ拒ティ・本部

イギリス)のコンベンションに参加する方
を募ります。今回数名の作家の方が参

加する予定です。

期間 :10月 3日～10月 12日 (予定 )

行程 :成田→ロンドン→ストラトフ着ドアボンIイボン

(コンベンション:10/5～10/8)→ロンドン→成田

参加費 :約 30万円 (宿泊含 )
募集人員 :15名 (10名 を満たない
場合は中止致します)問合せ :DFJ

DFJl号で紹介した児玉幸治さんにより、

「パフォス通信・創作人形の広場」が、

商用パソコン通信ネット「People」 にお

いて開設されました。創作人形の作り手

と鑑賞者の交流・情報交換を試みます。

「People」 についての問合せ 。入会希望

は :株式会社ピープル

〒106港区六本木4-4-5第 30興和ビル8F
l・IIL 03-5561-4130 F.AX 03-5561-4131

車云歴弓 ‐不多車云 ||||||||

【転居】◆岩切克樹 。映幹子
〒880宮崎市月見ケ丘5-20-3
◆田端愛子
〒213川崎市高津区二子583-8

【移転】◆岩切人形教室 (6月 より)

東京都世田谷区上用賀5-27-20田 村方
2'03-3425-2396

山口景子作品集

「遠い国
。遠い人々」

5・ 27発行 ¥5800

フジアート出版

075-241-2709

出 版 11..::ポストカ‐ド:::.

松浦佳代子

ボストトド7枚セット
(写真右 )

¥1000送料別
申込 :広島県三

原市沼田西町松

江187-30 松浦

||||||■ ||||||||||||

|ltt1111"|:

機

6月 ■ 7日  (」二 )
13:00～ 17:00
大会テーマ「人形とはなに」

◆ 基調講演 :北村哲郎
◆ 人形作家に聞く:市橋とし子

伊東久重、川本喜八郎

◆ 自由討論
6月 ■ 8日 (日 )
◆ 研究発表 10:30～ 12:30
◆ シンポジウム 13:30-16:30
「人形の国のアーティスト」

麻リスト:四谷シモン、芹川英子

後藤朝子、渡辺純子、関原紫光他

司会 :増渕宗一、小川千息子

【会場 :横浜人形の家あかいくつ劇場】
8045-671-9861 横浜市中区山下町18

参加費 :一般3300円 (二日間有効 )

*お問合せ 。申込はDFJ事務局でも受
けつけます



去る2月 に銀座ミキモトで展覧会を開催。

6月 6日 から11日 まで高松三越特設会場で

作品展「金比羅歌舞伎の華」を開催。

この 8月 にオープンされる木曽駒 ドールアート

ミュージアムでは中西さんの作品が常設展示さ

れる。

シルクロー ド

(和紙 25～45側 )
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近況報告
〃″〃〃 ・■,｀

4月 に個展を開催。

従来の粘
=ヒ
による作品に加え、

本彫胡粉彩色による新作を発表した。

トルコから出版された日本民話の本の

挿画を担当した。

次回展示は来年の予定。

(石塑 46司

日本の民話の世界を独自の解釈で表現する
「子とろ」は子どもの遊びだが、ここでは

鬼に対する地獄の亡者のせめぎあいが表現されている。
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グイルかうの勇″
第 3回  ト イ フ ェ ア 体 験

ゲイル・エニ ド・ジマー

今
ま
で
何
回
、
ア
メ
リ
カ
国
際
ト
イ

・
フ
ェ
ア
を
取
材
す
る
た
め
に
雪
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
町
を
と
ぼ
と
ぼ
と
歩

い
て
い
っ
た
だ
ろ
う
？

（で
も
、
今
年

は
暖
冬
だ
っ
た
の
で
コ
ー
ト
は
い
ら
な

か
っ
た
の
、
ラ
ッ
キ
ー
！
）

取
材
記
者
と
し
て
私
は
、
今
ま
で
毎

年
報
道
関
係
者
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
お

茶
と
か
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
す
す
り
な
が

ら
フ
ェ
ア
の
概
要
や
統
計
を
聞
き
、
無

料
の
日
録
を
も
ら
っ
て
会
場
に
通
っ
て

い
た
。
だ
け
ど
、
こ
の
目
録
と
い
う
の

が
大
し
て
役
に
立
た
な
い
の
に
、
会
場

で
あ
る
こ
の
広
大
な
ジ
ャ
ビ
ツ
ツ
・
セ

ン
タ
ー
を

一
日
中
歩
き
回
る
に
は
か
さ

ば
る
。
今
年
は
専
門
誌
の
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
四
ベ
ー
ジ
分
を
綴
っ
て
ブ
ー
ス
番
号

が
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
の

で
、
身
軽
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
開
催
前
日
に
は
入
場
の
登
録
を
す

ま
せ
て
お
い
た
。

展
示
者
は
、
目
録
に
会
社
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
、

会
場
内
の
位
置
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
毎
年
来
て
い
れ
ば
、
日
録
を

見
て
ど
の
出
展
者
が
自
分
の
見
た
い
人

形
を
出
し
て
い
る
か
分
か
る
が
、
そ
れ

よ
り
私
は
自
分
の
足
で
通
路
の
は
し
か

ら
端
ま
で
す
べ
て
を
見
て
行
っ
た
方
が

良
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
商
談
が
目
的
で
、
販

売
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、　
一
体

も
の
の
人
形
が
棚
か
ら
消
え
て
い
る
こ

と
が
時
々
あ
る
の
で
、
私
も
非
常
手
段

を
と
っ
た
。
毎
年
金
曜
日
に
設
定
さ
れ

る
開
催
日
の
開
場
時
間
に
会
場
入
口
に

い
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
と
す

る
と
私
は
勤
務
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

（勤
務
し
て
い
る
）
週
末
の
図
書
館
が

ど
う
な
ろ
う
と
構
わ
ず
に
、
他
の
司
書

と
土
曜
日
の
担
当
を
交
代
す
る
と
か
、

余
分
に
土
曜
日
の
勤
務
を
す
る
な
ど
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
も
そ
う
す
る

だ
け
の
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
な
の
だ
。

何
人
も
の
ア
ー
テ
イ
ス
ト
を
抱
え
る

ト
ー
マ
ス
・
ポ
ラ
ン
ド
の
プ
ー
ス
は
、

ま
ず

一
番
に
行
く
。
完
成
度
も
高
く
素

材
も
変
化
に
富
ん
で
い
る
の
だ
が
、
人

だ
か
り
の
た
め
に
作
品
を
間
近
で
見
た

り
、
プ
ー
ス
の
迷
路
の
よ
う
な
パ
ネ
ル

の
内
側
に
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
会
う

の
が
困
難
な
時
が
あ
る
。
ポ
ラ
ン
ド
の

傘
下
出
身
の
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は

そ
の
競
争
関
係
か
ら
抜
け
出
し
、
自
分

の
ブ
ー
ス
を
も
っ
て
会
場
に
散
在
し
て

お
り
、
こ
の
フ
ェ
ア
に
出
展
す
る
た
め

の
高
額
の
経
費
に
見
合
う
成
功
を
毎
年

収
め
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ａ
の
プ
ー
ス
も
人
気
の
あ

る
プ
ー
ス
で
あ
る
。
目
録
に
掲
載
さ
れ

て
い
る

「〓
じ
く
Ｈｚ
９

口ヽ
〓
，
翼

∽【
‐

目
開
”
」
と
は
、
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ａ
ア
ー

テ
イ
ス
ト
の
半
公
式
グ
ル
ー
プ
の
名
称

で
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
数
も
名
前

も
年
々
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
説
明
と

し
て

「
一
体
も
の
と
限
定
生
産
品
の

ア
ー
テ
イ
ス
ト

・
ド
ー
ル
、
展
示
さ
れ

た
す
べ
て
の
作
品
は
会
員
自
身
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ａ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
制
作
に
よ
る
」
と
書
か
れ
て
あ

る
。
そ
の
作
品
の
出
来
ば
え
は
常
に
素

晴
ら
し
く
、
且
つ
そ
れ
ぞ
れ
が
決
し
て

他
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
見
誤
ら
な
い
だ

け
の
個
性
が
あ
る
。
だ
が
そ
れ
で
も
、

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ａ
は
独
創
的
な
人
形
の
芸
術

性
と
い
う
増
長
す
る
大
海
の
中
の
、
ほ

ん
の
小
さ
な
魚
に
過
ぎ
な
い
。
世
界
で

活
躍
す
る
ド
ー
ル
・
ア
ー
テ
イ
ス
ト
の

多
く
が
何
を
制
作
し
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
と
、
脅
迫
め
い
て
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ

Ａ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
仕
事
を
あ
る
距

離
を
お
い
て
み
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な

い
。
第

一
、
こ
れ
は
Ｔ
Ｏ
Ｙ

（
玩

具
）
フ
ェ
ア
っ
て
い
う
ん
だ
か
ら
！
？

そ
の
他
に
も
、
量
産
モ
デ
ル
の
た
め

の
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ａ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
形

は
あ
つ
た
。
ア
ス
ト
リ
ー

・
キ
ャ
ン
ペ

ル
は
ポ
ー
セ
レ
ン
人
形
が
気
に
い
っ
て

お
り
、
自
分
の
典
型
的
な
作
風
か
ら
か

け
離
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
シ
ル
ド
ク
ロ
ッ

ト
社
の
た
め
に
し
て
い
る
。
ロ
パ
ー
ト

・
ト
ナ
ー
人
形
社
は
豊
富
な
在
庫
の
中

か
ら
販
売
可
能
な
選
り
す
ぐ
り
の
モ
デ

ル
を
実
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
展

示
し
て
い
る
。
マ
ギ
ー
・
イ
ア
ン
コ
、

ヘ
レ
ン
・
キ
ツ
シ
ュ
、
カ
ー
ラ
・
ト
ン

プ
ソ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ア
ー

テ
イ
ス
ト
・
ド
ー
ル
が
代
理
店
と
な
っ

て
い
る
。

（と
い
っ
て
も
皆
ア
メ
リ
カ

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
、
私
は
い
つ
も
バ

イ
ヤ
ー
が
混
乱
し
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
）
ビ
ル
・
ネ
ル
ソ
ン
は
、
ポ
ラ
ン

ド
の
ブ
ー
ス
を
借
り
て
い
る
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ

Ａ
ア
ー
テ
イ
ス
ト
で
あ
る
。

ト
イ
ｏ
フ
ェ
ア
で
は
、
ま
ず
相
手
の

許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
ど
、

撮
影
に
対
し
て
は
と
て
も
自
由
な
ポ
リ

シ
ー
が
あ
る
。
私
の
ニ
コ
ン
は
私
の
七

つ
道
具
。
と
に
か
く
こ
の
短
い
期
間
に

あ
っ
た
多
く
の
こ
と
を
把
握
し
て
お
く

に
は
、
こ
の
方
法
し
か
な
い
。
今
年
は

控
え
め
に
し
て
三
百
枚
し
か
撮
ら
な
か

つ
た
。
そ
し
て
何
ダ
ー
ス
も
の
名
刺
、

チ
ラ
シ
、
カ
タ
ロ
グ
。
荷
物
運
搬
用
の

カ
ー
ト
を
持
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
け
れ
ど
、
私
は
こ
の
成
果
を
評
価
し

て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
出
展
者
は
自

分
の
人
形
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
時
間
が
も
て
な
い
し
、
私
も
ビ
ジ
ネ

ス
を
し
に
来
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

私
と
話
す
時
間
を
割
い
て
ほ
し
い
と
は

思
わ
な
い
。

閉
場
を
予
告
す
る
照
明
の
点
滅
が
あ

る
午
後
四
時
ま
で
私
は
会
場
に
い
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
に
は
人
形

の
姿
が
私
の
頭
の
中
を
ゆ
ら
め
い
て
、

体
中
の
骨
が
き
し
ん
で
く
る
。
残
さ
れ

た

一
時
間
で
再
び
訪
れ
た
い
ブ
ー
ス
は

い
く
つ
か
あ
つ
た
け
ど
、
私
は
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
に
飛
び
乗
り
出
口
を
通
り
抜

け
て
行
っ
た
。
取
材
に
十
分
満
足
し
、

も
う
早
速
、
来
年
の
ト
イ

・
フ
ェ
ア
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
。

終

（も
ち
ろ
ん
、
あ
る
ド
ー
ル
・
ア
ー
テ

イ
ス
ト
が
私
の
バ
ッ
ジ
を
見
て
話
し
か

け
て
き
て
、
彼
女
が
何
年
も
私
の
記
事

を
読
ん
で
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
っ
て
聞
い
た
時
は
、
ぞ
く
ぞ
く
し
た

わ
。
）
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展
覧
会
よ
り

一
九″‐ｕ
じ
′」
Ｉ
Ａハ
”助」″
」つ
に
ル
ｈ
ノ

第
四
回
　
今
輝
い
て
い
る
女
性
達
展

二
月
九
日
～
十
四
日

大
阪
　
な
ん
ば
高
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

雑
誌

「銀
花
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
六
人
の

女
性
人
形
作
家
と
、
細
工
も
の
、
花
の
装
飾
を

専
門
と
す
る
総
勢
八
人
に
よ
る
展
覧
会
が
、
文

化
出
版
局
の
後
援
で
開
催
さ
れ
た
。

本
誌
二
号
の
表
紙
と
な
っ
た
山
口
景
子
さ
ん

は
、
黒
を
基
調
に
し
た
シ
ン
プ
ル
な
空
間
演
出

で
、

「還
る
水
」
な
ど
舞
台
付
き
の
作
品
な
ど

に
小
品
を
合
わ
せ
十
六
作
品
を
展
示
。

一
号
で
紹
介
し
た
松
本
昌
子
さ
ん
は
、
各
国

の
古
裂
を
組
み
合
わ
せ
、
沈
黙
の
中
に
音
楽
を

感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
作
品
十
四
体
に
加
え
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
小
品
群
を
素
焼
き
の

陶
器
で
発
表
し
た
。

四
号
に
登
場
し
た
く
ら
田
た
ま
え
さ
ん
は
、

鬼
百
匹
の
中
か
ら
の
一
連
の
作
品
。
凄
み
が
あ

る
鬼
た
ち
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
世
界
が
見
る

人
に
笑
い
を
誘
う
。

坂
本
栄
子
さ
ん
の
木
彫

。
胡
粉
の
作
品
は
軽

妙
酒
脱
。
落
語
に
登
場
し
そ
う
な
江
戸
っ
子
の

日
常
風
景
に
そ
れ
ぞ
れ
作
者
の
川
柳
が
添
え
ら

れ
、
そ
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
思
わ
ず
唸
ら
さ
れ
る
。

ラ
イ
ト

・
グ
リ
ー
ン
が
爽
や
か
な
、
こ
う
ち

と
き
よ
さ
ん
の
展
示
場
所
で
は
奔
放
で
躍
動
感

の
あ
る
妖
精
の
群
れ
を
展
示
。
白
い
胡
粉
の
肌

に
空
洞
の
目
と
回
の
部
分
が
、
見
る
人
に
自
由

な
想
像
を
抱
か
せ
る
。
動
き
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
好
き
と
の
こ
と
で
、
人
形
は

一
定
の
ポ
ー

ズ
に
固
定
さ
れ
な
い
関
節
人
形
。

石
井
美
千
子
さ
ん
は
、
ま
だ
人
形
を
作
り
始

め
て
年
が
浅
い
と
い
う
が
、
子
供
を
中
心
に
戦

後
間
も
な
い
昭
和
の
情
景
を
群
像
で
再
現
す
る

そ
の
表
現
力
は
必
見
で
あ
る
。
石
井
さ
ん
は
今

夏
、
阪
神
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
た
展
覧
会
を
大
阪
で
行
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
場
所
は
、
作
家
の
希
望
に

添
ち
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
こ
と
で
ガ
ラ
ス
は
な

く
、
高
め
の
陳
列
台
で
じ
っ
く
り
と
作
品
を
鑑

賞
で
き
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
は
完
成
度
が
高
い
。
作
風
や
モ
チ
ー
フ

も
異
な
る
作
品
が

一
度
に
楽
し
め
、
こ
の
国
の

人
形
文
化
の
豊
か
さ
を
再
認
識
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
こ
の
よ
う
な
展
覧
会
が

一
週
間
で
幕
を

閉
じ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
な
限
り
で
あ
る
。

現

代

創

作

人

形

展

二
月
二
日
～
二
月
八
日

プ
ラ
ン
タ
ン
銀
座

島
村
龍
児
氏
、
若
月
ま
り
子
さ
ん
を
は
じ

め
、
総
勢
十
八
人
の
活
躍
中
の
作
家
に
よ
る
展

示
会
が
、
プ
ラ
ン
タ
ン
銀
座
本
店
の
ギ
ャ
ラ

リ
ィ
・
ド
ゥ
・
プ
ラ
ン
タ
ン
で
行
わ
れ
た
。
企

画
は
創
作
人
形
の
経
験
の
長
い
ド
ル
ス
バ
ラ
ー

ド
で
あ
る
。
島
村
氏
は
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に

喜
び
と
怒
り
を
表
現
し
た
十
二
体
の
天
使
の
作

品
群
や
海
外
で
話
題
に
な
っ
た
彫
り
物
の
人
形

な
ど
を
展
示
、
若
月
さ
ん
は
多
数
の
妖
精
を
展

示
し
、
そ
の
他
の
作
家
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス

で
個
性
的
な
作
品
を
平
均
七
体
程
展
示
、
最
近

低
迷
気
味
と
言
わ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ド
ー
ル

の
状
況
の
中
で
意
欲
と
勢
い
を
感
じ
さ
せ
る
内

容
と
な
っ
た
。
願
わ
く
ば
、
こ
れ
だ
け
の
作
家

が
そ
ろ
う
展
示
会
に
も
っ
と
多
く
の
一
般
の
人

の
注
目
が
注
が
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

出
品
作
家
は
島
村
氏
、
若
月
さ
ん
の
他

¨
滝

康
子
、
小
林
美
枝
子
、
小
牧
多
賀
子
、
大
槻
和

子
、
佐
々
木
芙
美
子
、
水
澄
美
恵
子
、
木
下
延

子
、
し
ま
む
ら
ち
え
こ
、
三
輪
輝
子
、
石
山
ヒ

ロ
子
、
荒
木
野
馬
、
山
吉
由
利
子
、
藤
井
路

以
、
所
由
紀
子
、
岡
田
好
永
、
東
山
明
美
。

０

′

第
十
四
回

イ
ユ

■
一
―
―

――〃

ｏ

い
卜
‐

・

〕ヽ
／
工
し

′ヽノ
ー
ハ
屁
ル
自
反

二
月
二
日
～
七
日

新
宿
紀
伊
国
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

四
谷
シ
モ
ン
氏
の
率
い
る
人
形
学
校
エ
コ
ー

ル

・
ド

・
シ
モ
ン
が
例
年
同
会
場
で
行

っ
て
い

る
作
品
展
も
今
年
で
十
四
回
目
を
迎
え
た
。
講

師
の
高
塚
弘
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
同
校
に
と
っ

て
は
文
化
祭
の
よ
う
な
作
品
展
で
、
受
講
中
の

生
徒
か
ら
全
国
各
地
の
Ｏ
Ｂ
ま
で
八
十
点
近
く

の
思
い
思
い
の
作
品
が
賑
や
か
に
展
示
さ
れ
て

い
る
。
中
に
は
若
月
ま
り
子
さ
ん
や
長
谷
川
裕

子
さ
ん
の
よ
う
に
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

作
家
も
い
る
。
四
谷
氏
は
解
体
さ
れ
た
イ
メ
ー

ジ
の
天
使
像
を
出
展
し
た
。

や
は
り
四
谷
氏
の
門
下
だ
け
あ

っ
て
、
関
節

人
形
が
目
立
ち
、
個
性
は
異
な

っ
て
い
て
も
全

体
的
に
共
通
し
た
感
触
が
あ
る
。
エ
コ
ー
ル

・

ド

・
シ
モ
ン
の
カ
ラ
ー
と
で
も
い
う
べ
き
そ
の

印
象
は
、
完
成
度
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
人
形

が
持
ち
う
る
気
品
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
そ
れ
は
可
愛
ら
し
さ
や
美
し
さ
と
い

う
人
形
に
求
め
ら
れ
る
本
質
的
な
部
分
、
ま
た

木
彫
や
桐
塑
に
胡
粉
を
刷
毛
で
塗
る
と
い
っ
た

伝
統
的
な
手
法
の
基
盤
の
上
に
、
師
の
前
衛
的

な
仕
事
の
影
響
が
あ

っ
て
醸
し
出
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

ア
ト
リ
エ
　
マ
ノ
ノ
ｑ
ｒ
ド
ー

Ｌ
″

創

作

人

形

展

９

５

二
月
七
日
～
十
三
日

田
中
八
重
洲
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（東
京
）

島
村
氏
と
い
う
と
縮
緬
を
張
っ
た
優
し
げ
な

市
松
人
形
を
連
想
す
る
が
、
氏
の
教
室
で
あ
る

ア
ト
リ
エ
・
ア
イ
ド
ー
ル
の
教
室
展
に
お
け
る

三
十
七
人
の
生
徒
の
作
品
も
、
女
性
の
優
美

さ
、
子
供
の
愛
ら
し
さ
な
ど
が
基
本
的
な
印
象

と
な
っ
て
い
る
。
市
松
人
形
の
習
作
の
他
、
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
添
っ
て
、
複
数
の
人
形
に

よ
リ
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
も
目

立

っ
た
。
香
港
の
日
常
生
活
を
描
写
し
続
け
る

大
貫
美
奈
子
さ
ん
の

「
Ｈ●
Ｓ
ｏ
も
弩
ご
、
モ
ン

ゴ
ル
の
草
原
の
子
供
を
表
現
し
た
横
山
洋
子
さ

ん
の

「あ
お
い
は
な
の
さ
く
こ
ろ
」
、
宮
森
邦

子
さ
ん
の

「
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
独
自
の
人
間
愛

に
満
ち
た
世
界
を
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。
島
村
”氏
は
二
体
出
品
、
そ
の
う
ち
参
考
の
た

め
に
出
品
し
た

「蒼
の
夜
想
曲
」
は
七
十
セ
ン

チ
大
の
球
体
関
節
人
形
で
あ
る
。
講
師
の
し
ま

む
ら
ち
え
こ
さ
ん
も
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
日
本
の
昔
話
シ
リ
ー
ズ
か
ら
こ
ぶ
と
り

爺
さ
ん
と
数
体
の
鬼
の
人
形
を
展
示
し
た
。

上
田
の
り
子
人
形
教
室

∩
ツ
十
り
■
の
あ
れ
ム
バ
　
第
二
十
回
人
形
展

四
月
十
二
日
～
二
十
日

伊
東
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（銀
座
）

戦
前
よ
り
布
製
の
フ
ラ
ン
ス
人
形
の
作
家
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
故
川
崎
プ
ッ
ペ
氏
が
昭
和

三
十
七
年
に
結
成
し
た
、
の
す
み
れ
会
を
現
在

は
、
弟
子
で
あ
っ
た
上
田
の
り
子
さ
ん
が
引
き

継
ぎ
二
年
お
き
に
作
品
展
を
行
っ
て
い
る
。

結
成
後
三
十
年
を
越
え
る
会
だ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
マ
イ
ベ
ー
ス
に
自
分
の
楽
し
み
の
た
め
に

作
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
子
供
の
情
景
を
い

き
い
き
と
と
ら
え
よ
う
と
し
た
作
品
が
多
い
。

ま
た
、
師
の
川
崎
氏
が
追
求
し
た
で
あ
ろ
う
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
美
に
迫
ろ
う
と
す
る
作
品
も
あ

る
。
石
塑
や
リ
キ
テ
ッ
ク
ス
な
ど
を
使
用
し
た
作
品

も
見
ら
れ
る
が
、
や
は
り
川
崎
氏
か
ら
受
け
継

が
れ
た
技
術
で
作
ら
れ
た
張
り
子
の
縫
い
ぐ
る

み
の
人
形
は
、
独
特
の
味
わ
い
が
あ
っ
た
。
今

回
は
講
師
の
上
田
さ
ん
と
と
も
に
十

一
人
が
出

品
、
川
崎
氏
の
夫
人
で
あ
る
川
崎
蓮
子
さ
ん
も

塑
像
二
体
を
特
別
出
品
し
た
。



横一列に吊り

自と生成を

レーション

メリカ人は評

界を表現する

実に刺激的だ

後藤朝子さ

らえている。会場では

らしたまで自ずくめの「作業着姿」

のを感 じた。ご自身はとても快活で、明晰な方であり、

はっきりと言葉を確認しながら話される様子が印象的である。ご主

人は、漆工芸作家の後藤健吉氏。こちらは黒を貴重とした作品が多

く、ご夫婦でコントラストを成している。

10
一Ｉ
書

二
●
基

一い

う

数

■
■

■
以
前
お
会
い
し
た
と
き
に
十
二
と
い

う
数
に
は
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
る
と

お
聞
き
し
ま
し
た
が
。

「ど
う
い
う
わ
け
か
、
最
初
の
個
展
の

時
か
ら
、
十

一
体
ず

つ
作

っ
て
構
成
し

て
い
ま
す
ね
」

■
十

一
と
い
う
数
は
自
然
に
出
て
き
た

わ
け
で
す
か
？

「ポ
ン
、
と
…
。
」

■
自
分
に
と
っ
て
は
収
ま
り
の
い
い
数

み
た
い
な
感
じ
‥
？

「収
ま
り
が
い
い
と
い
う
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
は

『
動

い
て
い
る
』
と
い
う
数
字
。
　

四
十
セ

ン
チ
と
か
五
十
セ
ン
チ
位
ま
で
の
小
さ

な
人
形
は
、
や
は
り
顔
と
顔
が
向
か
い

合
う
位
の
距
離
で
見
ま
す
よ
ね
。　
一
対

一
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。

人
形
を

媒
介
に
し
て
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
な
と
か
、
何
か
を

伝
え
た
い
な
と
か
思
う
と
き
に
、
世
の

中
に
は
い
っ
ぱ
い
人
が
い
る
か
ら
、
人

の
数
だ
け
無
限
に
作
れ
る
と
い
い
、
と

思
う
気
持
ち
が
ど
こ
か
に
あ
る
の
か
も

し
れ
な
く
て
。
だ
け
ど
、
時
間
的
な
こ

と
も
含
め
て
、
私
が
今
作

っ
て
い
る
よ

う
な
一々
法
で
は
ど
う
し
て
も
無
理
で
…
。

た
と
え
ば
ゼ
ロ
が
始
ま
り
の
数
字
だ
と

い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
ね
。
で
も
、
私

に
と
っ
て
は
ゼ
ロ
は
ゼ
ロ
で
、　
一
が
何

か
か
た
ち
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
最
初

の
数
字
。
最
小
の
単
位
な
の
ね
。
そ
し

て
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
無
限
に
広
が

っ
て

い
く
と
、
十

一
、
百
十

一
、
千
百
十

一

・
。
と
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
一
番
小
さ

な
単
位
と
い
う
の
が
十

一
な
の
」

■
な
る
ほ
ど
。

「時
間
的
な
制
約
と
無
限
に
作
り
た
い

と
い
う
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
間
で
自
分
が

作
れ
る
数
…
。

無
限
に
広
が
る
数
の
中
で
最
小
だ
け
ど

そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
動
き
の
あ
る
数
字
。

こ
じ
つ
け
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
」

■
う
―
ん
。
色
に
例
え
る
と
、
た
と
え

ば
そ
れ
は
自
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

「色
に
例
え
る
と
？
い
わ
ゅ
る
そ
の
、

花
嫁
が
あ
な
た
の
た
め
に
い
か
よ
う
に

で
も
染
め
上
げ
て
、
と
い
う
よ
う
な
そ

の
最
初
の
色
み
た
い
？
」

（笑
）

■
そ
う
そ
う
。

（笑
）

「あ
ま
り
そ
れ
は
考
え
た
こ
と
な
い
で

す
ね
」

■
い
つ
も
、
何
か
す
ご
く
広
が

っ
て
い

く
た
め
の
基
本
と
し
て
の
色
で
あ
り
、

数
で
あ
る

ｏ
・
・
。
コ
ア

（核
）
と
し

て
の
作
品
？
は
ぎ
取

っ
て
は
ぎ
取

っ

て
、
最
後
に
残

っ
た
も
の
で
見
せ
る
み

た
い
な
。
中
心
を
表
現
す
る
こ
と
で
全

体
を
表
現
す
る
…
・
。
色
も
自
が
そ
う

だ
し
、
数
も
十

一
と
い
う
の
が
そ
う
な

る
の
か
な

っ
て
解
釈
し
た
ん
で
す
け

ど
。「ど

う
で
し
ょ
う
ね
。
話
し
て
い
る
間

に
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
が
、
今

の
も
の
の
考
え
方
自
体
が
そ
う
い
う
ふ

う
に
な

っ
て
い
る
か
も
ね
」

■
そ
れ
は
後
藤
さ
ん
の
考
え
方
が
？

「
い
え
、
そ
う
で
は
な
く
て
世
の
中

の
。
部
分
は
全
体
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
。
部
分
そ
れ
自
体
が
全

体
を
内
蔵
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
‥
。

た
と
え
ば
私
達
の
体
を
つ
く
っ
て
い

る
素
粒
子
は
移
り
か
わ
っ
て
い
る
ん
で

す
っ
て
ね
。
身
体
を
構
成
す
る
物
質
を

自
然
か
ら
も
ら
っ
て
自
然
に
か
え
し
て

い
く
。
今
読
ん
で
い
る
本
に
も
そ
う
書

い
て
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
そ
う
い

う
の
が
あ
っ
て
無
意
識
に
影
響
を
受
け

て
い
る
の
か
も
ね
」

■
ど
ん
な
ふ
う
に
？

「十

一
体
で
し
ょ
。
作
品
を
求
め
て
下

さ
る
方
が
い
る
と
、
欠
員
が
で
き
ま
す

ね
。
同
じ
サ
イ
ズ
で
補
充
し
ま
す
け
れ

ど
、
全
く
同
じ
人
形
は
作
れ
ま
せ
ん
か

ら
、
人
と
か
他
の
も
の
と
の
相
互
関
係

で
作
品
も
動
く
ん
で
す
。
そ
う
い
う
、

他
と
の
関
係
に
よ
っ
て
い
循
環
す
る
と

い
う
よ
う
な
空
間
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
じ
…
」

■
■
■
二
■
辮
覇
一バリ
南
男
一■
一
■

■
た
と
え
ば
、
能
が
表
現
を
凝
縮
し
て

手
で
顔
を
覆
う
だ
け
で
悲
し
み
を
表
現

す
る
よ
う
に
、
日
本
の
人
形
と
い
う
の

は
東
洋
的
な
美
意
識
が
す
ご
く
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
省
略
の
文
化
で
は
な
い

か
と
と
ら
え
て
い
る
ん
で
す
が
。

「そ
う
ね
。
形
態
か
ら
も
そ
う
言
え
ま

す
ね
。
私
、
胡
粉
を
使

っ
て
い
る
で

し
よ
、
そ
う
す
る
と
ね
、
胡
粉

っ
て

塗
っ
て
は
磨
き
、
塗
っ
て
は
磨
き
な
ん

一
一
・
　

　

・

,|ヽ
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で
す
ね
。
磨
く
と
い
う
行
為
自
体
に
意

図
は
し
て
も
し
な
く
て
も
、
そ
こ
に
抽

象
化
さ
れ
る
も
の
と
い
う
の
は
出
て
き

ま
す
」

■
削
り
取

っ
て
い
く
み
た
い
な
。

「日
本
の
御
所
人
形
も
と
て
も
抽
象
化

さ
れ
た
形
で
す
。
だ
い
た
い
子
供

っ
て

五
頭
身
く
ら
い
で
し
ょ
。
そ
れ
が
三
頭

身
に
ぎ
ゅ
っ
と
縮
め
ら
れ
て
い
て
。
だ

か
ら
ま
っ
た
く
の
具
象
で
は
な
く
て
そ

こ
に
意
識
的
な
抽
象
が
入

っ
て
ま
す
も

の
ね
」

■
そ
う
で
す
ね
。
で
、
人
形
を
始
め
ら

れ
た
と
き
と
い
う
の
は
、
面
庄
先
生

（故
面
屋
庄
三
氏
）
の
と
こ
ろ
に
行
き

始
め
た
と
き
か
ら
で
す
か
？

「作
り
始
め
た
の
は
、
五
才
か
六
才
の

こ
ろ
。
小
さ
い
と
き
か
ら
な
ん
か
作

っ

て
い
た
み
た
い
。
私
は
外

で
遊
ば
な

か
つ
た
か
ら
、
ず

っ
と
家
の
中
で
作

っ

て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
」

■
小
学
校
、
中
学
校
と
…
。

「小
学
校
の
高
学
年
か
、
中
学
校
の
こ

ろ
に
、
こ
れ
じ
ゃ
い
け
な
い
、
と
何
と

な
く
自
分
で
思
つ
て
、
そ
れ
を
段
ポ
ー

ル
に
入
れ
て
何
箱
も
処
分
し
た
記
憶
が

あ
る
の
。
そ
の
中
の
大
事
な
も
の
は
、

山
に
ね
、
わ
ざ
わ
ざ
埋
め
に
行

っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
宝
島
み
た
い
な
感
じ

で
地
図
を
描
い
て
。
　

暇
だ

っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
」

（笑
）

■
で
も
あ
り
ま
す
よ
、
そ
の
頃
の
年
な

ら

（笑
）

「
で
、
そ
の
時
に

一
度
自
分
と
人
形
と

い
う
も
の
を
切

っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す

ね
、
き
っ
と
。
そ
れ
か
ら
高
校

一
年
の

時
に
病
気
で
入
院
し
た
の
ね
。
そ
れ
で

あ
ま
り
重
い
病
気
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど

長
期
治
療
が
必
要
だ
っ
た
の
で
、
退
屈

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
、
入
院
患
者
さ

ん
た
ち
の
顔
の
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
て
、

そ
れ
で
退
院
し
て
か
ら
美
術
部
に
入

っ

て
進
学
コ
ー
ス
を
美
術
コ
ー
ス
に
変
更

し
ま
し
た
。
絵
を
描
き
た
い
な

っ
て

思

っ
て
」

■
や

っ
ぱ
り
絵
を
描
く
と
な
る
と
人
の

絵
が
多
か
っ
た
の
で
す
か
？

「最
初
の
こ
ろ
は
風
景
と
か
、
先
生
が

描
き
な
さ
い
、
と
い
う
も
の
を
描
い
て

い
た
け
れ
ど
、
自
由
制
作
の
時
に
は
い

つ
も
人
で
し
た
ね
」

■
人
の
姿
に
こ
だ
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す

よ
ね
、
色
々
な
方
の
お
話
を
伺

っ
て
い

る
と
。

「
や
は
り
そ
れ
は
、
自
分
が
生
ま
れ
て

き
た
こ
と
の
不
思
議
さ
と
か
、
自
分
は

何
な
ん
だ
ろ
う

っ
て
い
う
問
い
か
け
か

ら
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

一
陽

の

―

ネ

ル

ギ

ー

■
陰
陽
で
と
ら
え
た
十

一
と
い
う
数
字

の
説
明
を
前
に
お
聞
き
し
ま
し
た
が
。

「偶
数
と
奇
数
、
陰
陽
ど
ち
ら
だ
と
思

い
ま
す
か
。
十

一
と
い
う
の
は
陽
な

の
。
奇
数
は
陽
。
易
学
で
は
。　
一
陽
来

復
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。　
一
は
奇

数
で
陽
来
福
。
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

従
来
の
代
表
的
な
宗
教
の
数
字
は
十
と

十
二
で
す
ね
。
仏
教
の
十
大
弟
子
。
キ

リ
ス
ト
教
の
十
二
使
徒
。
私
は
十

一
。

で
も
い
わ
ゆ
る
宗
教
で
は
な
く
て
…
。

言
葉
に
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、

『
霊
性
』
を
自
分
の
中
に
高
め
た

い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
あ

な
た
が
私
の

（表
紙
の
）
人
形
を
見
て

仏
像
み
た
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
け
ど

バ
ツ
ク
ポ
ー
ン
は
仏
教
じ
ゃ
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に

生
れ
て
育
っ
て
仏
教
的
な
要
素
は
す
ご

く
入
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
。
」

■
そ
れ
は
な
か
な
か
大
変
な
仕
事
だ
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
後
藤
さ
ん

の
、
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
宗
教
観
み
た
い
な
も
の
で
す
よ

ね
。
も
し
朝
子
教
と
い
う
も
の
が
あ
る

と
し
た
な
ら
ば
。

（笑
）

人
形
で
そ
れ
く
ら
い
の
世
界
を
作
る
と

い
う
か
、
創
造
主
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
も
の
す
ご
い
パ
ヮ
ー
や
ェ
ネ
ル

ギ
ー
が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
い

ま
す
。
後
藤
さ
ん
に
お
会
い
し
て
、
そ

の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
い
方
だ

な
、
と
い
う
の
は
分
か
る
気
が
し
ま

す
。「そ
う
？
ず
い
ぶ
ん
前
で
す
け
ど
ね
、

道
を
歩
い
て
い
て
、
あ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
歩
い
て
い
る
み
た
い
と
感
じ
た
こ
と

あ
り
ま
す
よ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
Ｔ
シ
ャ

ツ
着
て
、
ジ
ー
ン
ズ
は
い
て
歩
い
て
い

る
…
」

（笑
）

一Ｉ
一一
■
密
皿
配
出
主
山
津
工
■
■
，
■
■

■
面
庄
先
生
の
と
こ
ろ
で
は
、
何
を
学

ば
れ
ま
し
た
か
？

「先
生
か
ら
は
技
術
的
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
一界
人
形
と
い
う
の
は
生
ま
れ

て
き
た
子
供
が
す
く
す
く
丈
夫
に
育
ち

ま
す
よ
う
に
、
と
い
う
よ
う
な
祈
り
の

気
持
ち
が
形
象
化
さ
れ
た
も
の
だ
、
と

い
う
思
想
を
伝
え
て
頂
き
ま
し
た
。
い

わ
ゆ
る
死
者
の
魂
が
寂
し
が
ら
な
い
よ

う
に
と
作
ら
れ
た
、
は
に
わ
と
か
の
埋

葬
物
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
、
生
者

へ
の
祈
り
が
一尽
人
形
な
ん
だ
、
と
。
で

も
自
分
の
中
に
は
矛
盾
し
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
」

■
そ
れ
は
ま
た
ど
う
い
う
意
味
で
？

「私
に
と
っ
て
は
、
か
っ
て
こ
の
世
の

中
に
生
ま
れ
た
魂
も
、
今
生
き
て
い
る

魂
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
魂

も
そ
ん
な
に
差
は
な
い
の
ね
。
だ
か
ら

そ
れ
を
生
者
へ
の
祈
り
と
言
い
切
る
と

こ
ろ
に
ね
、
た
め
ら
い
み
た
い
な
も
の

は
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。
で

も
、
な
ぜ
生
者
へ
の
祈
り
と
い
う
こ
と

を
あ
ん
な
に
も
何
度
も
何
度
も
お
っ

し
ゃ
っ
た
の
か
な
、
と
い
う
こ
と
は
今

で
も
考
え
続
け
て
い
ま
す
」

■
で
、
そ
の
矛
盾
と
い
う
も
の
は
、
今

で
も
自
分
の
中
に
残
っ
て
い
る
？

「は
っ
き
り
と
自
分
の
中
で
答
え
を
出

し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
も

し
か
し
た
ら
面
庄
先
生
は
、
も
ち
ろ
ん

亡
く
な
っ
た
方
へ
の
想
い
は
あ
る
は
ず

な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
を
越
え
て
あ
え
て

生
者
へ
の
祈
り
と
し
た
と
こ
ろ
に
、も
の

を
作
る
上
で
の
は
っ
き
り
と
し
た
田
箱
心

や
哲
学
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
私
が
矛
盾
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
レ
ベ
ル
を
越
え
て
、
亡
く
な
っ
た

人
と
か
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
人
へ
と
か

い
う
こ
と
も
越
え
て
、
で
も
な
お
か
つ

今
、
生
き
て
い
る
人
に
祝
福
を
与
え
た

い
と
い
う
す
ご
く
強
い
生
命
讃
歌
が
あ

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
結
論
出
し
た
わ
け
じ
ゃ
な

く
て
こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
て
い
く
け

れ
ど
も
。
こ
の
『生
者
へ
の
祈
り
』
が

ま
ず
あ
っ
て
、
自
分
の
中
に
入
っ
て
い

ま
す
…
」

■
本
当
に
良
い
先
生
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。「恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
形
を
作
っ
て
い
く
流
れ
と
し
て
は
、

こ
れ
以
上
ベ
ス
ト
の
状
態
で
歩
ま
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

■
先
生
の
中
で
、
自
分
で
引
き
継
ぎ
た

い
な
、
と
思
わ
れ
る
部
分
は
？

「先
生
の
人
形
は
と
て
も
明
る
い
の

ね
。
そ
の
明
る
い
っ
て
い
う
の
は
私
が

感
じ
て
る
こ
と
な
ん
だ
け
ど
、
や
は
り

先
生
が
生
者
へ
の
祈
り
っ
て
い
う
、

は
っ
き
り
し
た
思
想
を
持
つ
て
ら
し
て

そ
れ
が
形
に
な
っ
た
時
に
、
明
る
い
人

形
と
し
て
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
明
る
さ
っ
て
い
う
の
は
、
や

は
り
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
」

■
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
？

11
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「
そ
う
で
す
ね
。
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

こ
の
間
、
奈
良
の
法
隆
寺
に
行

っ
て
仏

像
見
た
ん
だ
け
ど
ね
、
や
あ
、
明
る
い

な
―

っ
て
水
〓当
に
思

つ
ち
ゃ
っ
た
。
も

し
自
分
が
も
の
を
作
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
き
て
る
っ
て
こ
と
に
表
′
加
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
で
き
る

こ
と
な
ら
い
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ

て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
ろ
過
し
て
浄
化
し

て
い
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て
い
る
よ

う
な
も
の
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
そ
の
ろ
過
し
て
浄
化
し
て
、
と
い
う

の
は
胡
粉
の
工
程
に
似
て
る
ん
で
し
ょ

う
ね
。

「似
て
い
ま
す
。
胡
粉
の
上
塗
り
は
、

こ
し
紙
で
ろ
過
し
て
上
澄
み
胡
粉
を
塗

り
重
ね
ま
す
。
本
当
に
そ
の
作
業
の
工

程
と
伝
え
た
い
も
の
が

一
致
し
て
ま
す

よ
ね
」

■
そ
こ
に
精
神
的
な
美
し
さ
も
反
映
さ

れ
る
と
い
う

。
・

「
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
品
が

い
い
も
の
」

■
今
、
胡
粉
を
や
り
や
す
く
ア
レ
ン
ジ

し
て
使
わ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
よ
ね
。
ボ
ン
ド
で
混
ぜ
た
り
、
ス
プ

レ
ー
で
塗

っ
た
り
。

「私
自
身
は
胡
粉
を
ス
プ
レ
ー
で
塗
ろ

う
が
ボ
ン
ド
で
混
ぜ
よ
う
が
そ
の
人
な

り
の
や
り
方
で
そ
れ
は
そ
れ
で
良
く
っ

て
、
全
然
否
定
も
し
な
い
し
、
そ
れ
が

長
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
耐
え
て
胡

粉
よ
り
い
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
新
し
い
使
い
方
が
い
い
ん

で
あ
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
っ
て
思
い

ま
す
。
で
も
時
間
の
経
過
を
経
て
み
な

い
と
そ
の
ア
レ
ン
ジ
し
た
胡
粉
の
結
果

の
良
し
悪
し
は
判
”断
で
き
ま
せ
ん
ね
。

私
も
な
る
べ
く
時
間
を
作

っ
て
伝
統
的

な
方
法
と
平
行
し
て
新
し
い
素
材
の
研

究
を
す
る
べ
き
だ
と
思

つ
て
い
ま
す
」

■
伝
統
的
な
胡
粉
の
工
程
が
、
自
分
の

精
神
性
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
。

「
そ
う
で
す
ね
。
胡
粉
仕
上
げ
の
人
形

は
あ
ま
り
に
も
時
間
が
か
か
っ
て
、
こ

の
忙
し
い
時
代
と
は
掛
け
離
れ
て
い
ま

す
よ
ね
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
私
は
仙

人
み
た
い
に
、
こ
の
世
の
中
か
ら
隔
離

さ
れ
て
生
き
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か

ら
、
リ
ズ
ム
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
考
え
る
こ

と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
研
究
不
足
じ
ゃ

な
い
か
、
と
か
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と

は
他
の
素
材
で
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
か
。
で
も
そ
れ
を
越
え
て
、
胡

粉
が
美
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
」

■
特
に
自
は
ご
ま
か
し
が
き
か
な
く
て

難
し
い
っ
て
い
い
ま
す
ね
。

「難
し
い
！
」

■
ま
た
、
自
は
難
し
い
け
れ
ど
、
な
お

か
つ
表
現
を
自
だ
け
で
も
た
せ
ら
れ
な

く
ち
や
つ
て
お
つ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
「
こ
の
間

（昨
年
の
十
二
月
）
の
パ
リ

の
展
覧
会
の
作
品
に
つ
い
て

『
彼
女
の

作
品
は
二
つ
の
目
だ
け
で
主
張
し
て
い

る
』
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
れ

ど
、
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
た
こ
と
は

な
い
の
ね
。
そ
う
い
え
ば
そ
う
な
の
ね
。

私
は
、
自
だ
け
で
語
ら
な
く
ち
ゃ
っ
て

思

つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

ち
か
ち
か
す
る
色
を
削

っ
て
い
つ
た
ら

白
だ
け
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
、
衣
装
を
つ
け
た

も
の
を
脱
が
せ
ち
ゃ
う
と
ね
、
そ
れ
が

す
ご
く
清
し
く
て
、
い
い
な

っ
て
‥
」

■
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
と
は
別

に
？
「
エ
ロ
テ
イ
ッ
ク
と
い
う
の
は
も
の
す

ご
く
難
し
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
た
ぶ

ん
私
、
課
題
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
エ

ロ
テ
イ
ッ
ク
さ
に
も
ね
、
男
と
女
の
エ

ロ
テ
イ
ツ
ク
さ
と
、
も
っ
と
大
き
な
エ

ロ
テ
イ
ッ
ク
さ
‥
。
湿

っ
た
森
の
中
に

い
て
も
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
気
分

っ
て
あ

り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
エ
ロ
テ

イ
ッ
ク
と
い
う
の
は
良
く
分
か
ら
な
い

け
ど
、
決
し
て
固
い
も
の
で
は
な
い
気

が
す
る
の
ね
。
硬
質
な
も
の
で
は
な
い
」

■
今
回
の
表
紙
の
作
品
の
解
説
を
し
て

い
た
だ
い
た
方
が
良
い
の
か
な
。
そ
れ

と
も
見
た
人
の
感
性
に
任
せ
た
方
が
良

い
の
で
し
ょ
う
か
？

「
そ
れ
で
い
い
。
も
し
か
し
た
ら
作
う

た
本
人
も
分
か
っ
て
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
し
」

（笑
）

Ｉ
一
■
■
人
形
一の
ス
ピ
，
授
一卜
一■
■
一■
■

■
後
藤
さ
ん
の
今
ま
で
の
経
歴
を
拝
見

す
る
と
、
海
外
で
作
品
を
発
表
さ
れ
た

り
恵
ま
れ
た
進
展
で
す
よ
ね
。

「
で
も
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
う

。
他
の
人
と
比
較
す
る
と
か
い
う
こ
と

で
は
な
く
て
」

■
こ
の
間
の
ミ
キ
モ
ト
の
展
示
を
見
る

と
、
こ
の
次
は
ど
う
い
う
こ
と
を
や
る

の
か
な
、
っ
て
期
待
し
ま
す
ね
。

「あ
の
時
は
、
ひ
と
つ
の
空
間
の
中
に

あ
ま
り
に
色
々
な
要
素
を
入
れ
す
ぎ
ま

し
た
。
反
省
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
シ

ン
プ
ル
に
、
も
つ
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
自

分
の
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
な

発
表
を
し
な
け
れ
ば
。
人
形
っ
て
、
抽

象
化
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
人
形

で
言
え
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
、
本語
場
に
入
っ

た
だ
け
で
ピ
ッ
と
感
じ
さ
せ
る
、
そ
う

い
う
緊
張
感
の
高
い
空
間
、
場
を
作
り

た
い
で
す
ね
。
」

■
人
形
で
言
え
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
っ
て
何

で
し
ょ
う
？

「何
で
し
ょ
う
‥
…
」

■
安
ら
ぎ
？

「
あ
る
方
の
言
葉
を
借
り
る
と
ね
、

『
引
き
込
ん
で
魂
を
鎮
め
る
』
。
ま
さ

に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生

時
代
に
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ

・
ビ
ン
チ
の

聖
母
像
と
ボ
ッ
テ
イ
チ
ェ
リ
の
ビ
ー
ナ

ス
を
な
ら
べ
て
み
て
い
た
こ
と
が
あ
る

る
の
ね
。
両
方
と
も
と
て
も
美
し
い
の

鰈
鰤

副
■
■

一
●
ヽ
■
一

一
＝
朋
一松
側



だ
け
ど
、
ダ

・
ビ
ン
チ
の
目
は
引
き
込

む
わ
ね
、
で
、
ポ
ッ
テ
イ
チ
ェ
リ
の
目

は
語
り
か
け
る
の
。
そ
れ
は
私
が
感
じ

る
ん
で
、
こ
う
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
は

い
え
な
い
ん
だ
け
ど
。
人
形
っ
て
、
人

を
引
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
」

■
そ
の
両
者
の
違
い
は
、
私
が
見
て
い

て
東
洋
と
西
洋
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

・

ド
ー
ル
の
違
い
に
も
当
て
は
ま
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
人
形
を
見
る
意
識
の

ベ
ク
ト
ル
が
違
う
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
い
い
人
形
に
は
、
見
る
人
を
引
き

込
む
力
が
確
か
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。

「人
形
自
体
が
持
っ
て
い
る
気
、
力
っ

て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
人
だ
っ
て
そ
う
で

し
ょ
、
際
立
っ
た
人
っ
て
あ
ま
り
話
さ

な
く
て
も
分
か
る
じ
ゃ
な
い
」

■
人
形
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
つ
て
と
て
も

大
事
な
部
分
だ
と
思
う
。

「ミ
キ
モ
ト
で
の
展
覧
会
の
時
に
副
題

を
つ
け
た
の
ね
。
十

一
体
だ
か
ら
■

（イ
レ
ブ
ン
）
ス
ピ
リ
ッ
ト
つ
て
。

私
が
人
形
を
作
る
の
は
、
な
に
か
精
神

的
な
も
の
に
引
か
れ
、
そ
う
い
う
精
神

が
放
た
れ
る
ひ
か
り
の
よ
う
な
も
の
を

作
り
た
い
か
ら
。
今
こ
う
や
っ
て
生
き

て
い
て
、
何
か
大
き
な
も
の
に
守
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
で
、
そ

う
い
う
も
の
を
感
じ
て
い
た
い
し
伝
え

あ
い
た
い
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
だ

か
ら
形
式
で
は
な
く
て
ス
ピ
リ
ッ
ト
。

と
ま
ら
な
く
て
解
き
放
た
れ
る
精
神
。

自
然
と
調
和
し
た
新
し
い
安
ら
ぎ
の
心

を
提
起
す
る
の
が
ｎ

（イ
レ
ブ
ン
）
ス

ピ
リ
ッ
ト
。
西
洋
的
な
発
想
と
は
異
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
違
い

が
、
私
に
人
形
と
い
う
手
段
を
選
ば
せ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
ね
、
い
ろ
ん
な
作
品
が
あ
る
と

い
う
の
は
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
違
う
ん
だ

と
思
う
の
ね
。
人
形
に
は
背
景
が
な
い

分
、
背
景
に
な
る
べ
き
空
間
と
の
響
き

あ
い
を
、
人
形
は
自
分
の
中
に
内
蔵
し

て
い
る
の
ね
。
そ
の
背
景
と
い
う
の
は

人
形
の
作
者
が
生
ま
れ
て
か
ら
い
つ
も

感
じ
て
る
不
思
議
さ
と
か
、
直
感
と
か
、

意
識
や
哲
学
や
思
想
、
全
部
ひ
っ
く
る

め
た
も
の
が
バ
ッ
ク
ポ
ー
ン
に
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
う
の
。
だ
か
ら

人
形
を
見
て
て
生
ま
れ
て
く
る
好
き
嫌

い
と
い
う
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の

人
形
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
バ
ッ
ク
ポ
ー

ン
が
見
る
者
に
と
っ
て
居
心
地
が
い
い

と
か
悪
い
と
か
い
う
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
」

一一，
■
■
自
由
で
あ
る
こ
と
　
一
■

■
す
ご
く
自
由
な
ん
で
す
よ
ね
、
後
藤

さ
ん
は
。
何
に
も
と
ら
わ
れ
て
い
な
い

よ
う
な
。
時
代
で
あ
る
と
か
、
こ
の
世

と
か
あ
の
世
と
か
い
う
こ
と
も
越
え
て

い
る
し
、
人
形
か
ア
ー
ト
か
と
い
う
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
し

・
・
・
。

後
藤
さ
ん
の
人
形
の
形
が
ベ
ー
シ
ッ
ク

な
基
本
形
で
、
な
お
か
つ
色
も
自
し
か

使
わ
な
い
と
い
う
の
は
、
自
由
の
象
徴

み
た
い
な
部
分
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う

か
。
「人
間
関
係
の
し
が
ら
み
み
た
い
な
も

の
に
は
、
あ
ま
り
拘
束
さ
れ
て
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
よ
り
、
単

に
縁
が
な
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
。

ま
た
、
拘
束
さ
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
に
も

行
か
な
い
。
な
ぜ
、
そ
う
す
る
か
と
い

う
と
、
百
年
も
二
百
年
も
生
き
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
？
も
の
を
作

っ
て

い
て
、
目
が
ク
リ
ア
に
見
え
て
い
て
、

手
が
し

っ
か
り
動
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
い
っ
ぱ
い
流
れ
込
ん
で
く
る
な
ん
て

い
う
状
態
は
限
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
。

十
年

と
か
何
十
年
？
そ
ん
な
い
い
時

を
た
と
え
ば
根
回
し
作
業
な
ん
か
に
使

っ

た
ら
に
も
っ
た
い
な
い
も
の
ね
。
で
も

私
ね
、
正
直
に
言
う
と
、
私
自
身
は
自

由
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」

■
そ
う
で
す
か
？

「最
近
あ
る
出
会
い
が
あ
っ
て
、
そ
の

人
を
見
て
い
る
と
、
ク
レ
ー
ジ
ー
で
、

自
由
で

。
。
」

■
そ
の
人
は
自
由
な
ん
で
す
ね
？

「自
由
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
自
由
で
あ

る
た
め
の
生
活
苦
は
あ
り
ま
す
け
ど

（笑
）
。
そ
の
人
は
パ
リ
に
住
ん
で
い

て
、
０
い魂
い８
】一

（難
し
い
）
、

ｏ８
Ｎヽ

（ク
レ
イ
ジ
ー
）
、

げ
８
Ｆ
いコ
一

（美
し
い
）
っ
て
い
う
三

つ
の
言
葉
を
よ
く
使
う
の
ね
。
確
か
に

彼
を
見
て
い
る
と
、
ク
レ
イ
ジ
ー
だ
か

ら
デ
イ
フ
カ
ル
ト
な
ん
だ
け
ど
、
だ
か

ら
こ
そ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
な
の
ね

（笑
）
。
そ
ん
な
の
見
て
い
る
と
、
自

分
は
自
由
だ
っ
て
思
え
な
い
。
で
も
そ

の
人
は
私
に
、
君
は
自
由
だ
よ
っ
て
言

う
わ
ね
。
自
分
で
自
由
だ
と
思

っ
て
自

由
を
選
び
取
れ
ば
自
由
な
ん
だ
と
思
う

わ
。
た
と
え
ば
、
事
故
と
か
で
家
を
失

っ
た
り
身
内
の
人
を
亡
く
し
た
り
す
る

で
し
ょ
。
そ
の
時
に
も
し
か
し
た
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

よ
ね
。
頑
張
ろ
う
っ
て
。
だ
け
ど
自
分

自
ら
、
自
分
に
フ
ィ
ッ
ト
し
な
く
な
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
家
も
身
内
も
捨
て
る

っ
て
い
う
の
は
き
つ
い
で
し
ょ
？
外
か

ら
与
え
ら
れ
た
も
の
は
受
け
入
れ
ら
れ

る
け
ど
、
自
分
の
選
択
に
よ
っ
て
そ
れ

を
自
ら
捨
て
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
、
っ

て
特
に
大
変
で
し
ょ
？

■
た
と
え
ば
、
女
性
が
離
婚
し
て
自
由

に
な
る
ん
だ
、
っ
て
い
う
時
は
大
変
で

す
よ
ね
。

「大
変
で
し
ょ
？
」

■
え
え
。
で
も
、
今
の
時
代
は
、
後
藤

さ
ん
の
よ
う
な
人
を
待

っ
て
い
た
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
と
思
う
ん
で

す
よ
。
後
藤
さ
ん
の
よ
う
に
制
作
を
伝

統
的
な
方
法
で
き
ち
ん
と
お
や
り
に
な

っ
て
、
な
お
か
つ
自
由
な
精
神
で
前
衛

的
な
お
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、

重
要
な
存
在
だ
と
思
う
ん
で
す
。
伝
統

的
な
胡
粉
に
つ
い
て
も
ち
ゃ
ん
と
修
得

し
て
い
な
い
方
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
し
。

「
そ
う
ね
。
友
達
に
新
聞
記
者
が
い
て

王
道
を
歩
い
て
ほ
し
い
っ
て
言
う
の

よ
。
で
も
何
が
王
道
だ
か
ね
」

（笑
）
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【 後藤朝子 略歴 】
1950   11月 11日 香川県高松市に生まれる
1972   武蔵野美術短期大学油絵科卒業
1977  京人形司十三世面屋庄三民に師事
1978-1994 天児 (あまがつ)会人形展出品
1990   個展 高松美術館市民ギャラリー
1991   "“1ls of Yesterday,CreatlOns Of T。 ぬy"出品

装飾美術館 パリ
1998   個展 ギャラリー KOUKl  パリ

個展 ポイントJALギ ャラリー  パリ
1994   個展  ミキモ トホール
1994-5  "AU mUR DE LA ЮW腱"出品

ギャラリー LEFOR OPENOパ リ
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展
覧
会
場
で
人
形
作
家
に

「ど
う

？
」
と
問
わ
れ
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん

作
品
や
会
場
に
つ
い
て
で
す
が
、
そ

れ
以
外
の
場
所
で

「
ど
う
で
す
か

？
」
と
言
う
と
き
は
、

「景
気
は

…
」
と
い
う
毎
誉一一一日の
接
頭
語
が
つ
い

て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
冗
談
や
誇
張
で
は
な

く
、
ほ
ん
と
う
に
今
の
創
作
人
形
が

置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
ゆ
え
な

の
で
す
。
　
教
室
に
も
作
家
志
望
あ

る
い
は
そ
れ
に
準
じ
た
希
望
を
持
つ

人
が
訪
れ
て
き
ま
す
が
、
技
術
は

あ
っ
て
も
そ
れ
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
用
意
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、
そ
れ
に
自
信
を
持
っ
て

答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
況
に
は

が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い
る
の
は
私

一

人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
形
を
な
ん
ら
か
の
形
で
生
活
の

糧
と
す
る
作
家
に
と
っ
て
そ
の
収
入

の
手
立
て
が
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
以
前
か
ら
問
題
に
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
日
葎
峨
剛
な
手
立
て
は

な
か
な
か
考
え
付
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
場
所
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
教
室

等
で
の
講
師
報
酬
は
確
か
に
安
定
し

た
収
入
に
な
り
ま
す
。
教
室
と
掛
け

持
ち
で
残
っ
た
時
間
を
製
作
に
充
て

る
作
家
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
が
、

個
人
レ
ベ
ル
で
運
営
す
る
場
合
そ
れ

だ
け
で
必
要
な
収
入
を
得
る
に
は
か

な
り
製
作
の
時
間
を
割
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

な
か
で
、
作
家
は
自
分
の
作
品
を
作

り
、
多
く
の
場
合
個
展
の
形
で
発
表

す
る
の
で
す
が
、
期
間
が
半
年
か
ら

数
年
か
か
リ
リ
ス
ク
が
大
き
い
う
え

に
期
待
で
き
る
利
潤
も
経
費
を
除
く

と
思
い
の
ほ
か
少
な
い
た
め
に
冒
険

で
き
ず
、
い
き
お
い
商
品
的
な
も
の

に
な
り
が
ち
な
危
険
性
も
持
っ
て
い

ま
す
。
自
由
な
発
想
と
創
作
性
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
生
活
を
支
え
る
基
盤

を
人
形
以
外
に
持
つ
と
い
う
の
も
良

い
方
法
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
教

室
や
展
覧
会
以
外
に
も
、
シ
ョ
ッ
プ

に
委
託
で
作
品
を
置
い
て
も
ら
う
と

か
、
不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
デ

パ
ー
ト
の
企
画
、
通
信
販
売
等
の
方

法
も
あ
り
ま
す
。
本
誌
で
行
っ
て
い

る
誌
上
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
通

信
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
作
り
な

ど
、
メ
デ
ィ
ァ
の
利
用
は
今
絃
曖一咆
場

の
拡
大
に
大
き
な
力
と
な
る
で
し
ょ

う
。ア
メ
リ
カ
の
人
形
関
連
の
ブ
ッ
ク

カ
タ
ロ
グ
を
見
て
み
る
と
、
作
品
集

や
技
法
書
と

一
緒
に
人
形
を
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
ハ

ウ
ツ
ー
を
指
導
し
た
本
が
何
冊
も
あ

る
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
日
本
と
環

境
も
違
う
た
め
に
そ
の
ま
ま
で
は
参

考
に
な
り
に
く
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、

と
か
く
隠
匿
し
た
が
る
我
々
に
と
っ

て
、
積
屈
一的
に
愛
好
者
を
広
げ
て
い

こ
う
と
す
る
姿
勢
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は

お
お
い
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
雑
誌
等

を
見
て
も
、
作
品
の
写
真
と
共
に
価

格
も
オ
ー
プ
ン
に
さ
れ
て
お
り
、
種

々
の
作
品
を
比
較
で
き
る
た
め
に
あ

る
程
度
の
レ
ベ
ル
と
価
値
の
基
準
を

維
」碕
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
日
本
の
創
作
人
形
は
い
ま
だ
ア
ー

ト
的
な
評
価
が
低
く
、
価
格
も
量
産

品
と
の
比
較
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
個
人
か
ら

個
人
へ
直
接
販
売
さ
れ
る
ゆ
え
の
弊

害
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て

値
段
だ
け
高
く
つ
け
れ
ば
良
い
と
い

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り

も
所
謂
床
の
間
一一不
仰
陶
な
枠
か
ら
早

く
脱
却
し
、
イ
メ
ー
ジ
の
多
様
性
、

即
ち
創
作
性
そ
の
も
の
の
価
値
が
判

断
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
健
全
な
発
展
の
方
向
性
で

Ｌ
）ょ
う
。

戦
後
何
度
か
創
作
人
形
熱
の
盛
り

上
が
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

は
皆

一
過
性
で
、
あ
る
ス
タ
イ
ル
が

定
着
す
る
と
次
な
る
展
開
を
見
な
い

ま
ま
硬
直
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
素
材
の
多
様
化
と
相
ま
つ
て
、

そ
れ
を
使
う
手
法
が
先
導
し
て
い
く

過
渡
的
な
段
階
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
そ
れ
ら
の
手
法
を
手
持
ち
の

カ
ー
ド
と
し
て
使
い
こ
な
し
、
よ
り

ア
ー
ト
的
な
展
開
を
目
指
す
こ
と
が

創
作
人
形
の
枠
を
広
げ
付
加
価
値
を

与
え
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

【人
形
作
家
】

写真の作品は、筆者製作のものです。

筆者の作品は「ベビヰドオル」「ポップチューン」で見られます。

ベビヰ ドフル (西荻窪 )

杉並区西荻北3-8-9
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市
Ｔ
需
間
吉
示
ヱ
ー
　
ー
江
戸
歌
舞
伎
の
華
１

二
月
二
日
～
十
四
日

ミ
キ
モ
ト
ホ
ー
ル

（銀
座
）

中
西
京
子
さ
ん
の
和
紙
人
形
は
、
従
来
の
和

紙
人
形
の
表
現
の
枠
を
大
胆
に
踏
み
越
え
て
い

る
。
好
ん
で
題
材
に
す
る
江
戸
歌
舞
伎
の
芝
居

小
屋
に
あ
つ
ま
る
大
衆
、
役
者
の
見
栄
の
ポ
ー

ズ
が
、
そ
の
意
図
を
助
け
、
生
き
生
き
と
息
吹

や
躍
動
感
を
伝
え
て
い
る
。

中
西
京
子
さ
ん
の
名
は
、
国
内
は
も
と
よ
り

Ｎ
Ｙ
の
ジ
ャ
バ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
や
、
ル
ー
プ
ル

装
飾
美
術
館
で
の
展
示
な
ど
を
通
し
海
外
に
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
を
支
え
て
い
る

の
が
、
ジ
オ
ラ
マ
の
企
画

・
制
作
他

一
切
を
担

当
す
る
夫
の
中
西
弘
光
氏
だ
。
会
場
の
中
心
に

展
示
さ
れ
た
中
西
夫
妻
と
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
江
戸
歌
舞
伎
の
芝
居
小
屋
の
ジ
オ
ラ
マ

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
衣
装
で
思
い
思
い
の

ポ
ー
ズ
を
と
る
人
形
五
百
五
十
体
が
配
さ
れ
、

見
る
人
の
た
め
息
を
呼
ん
だ
。

中
西
さ
ん
の
人
形
に
使
わ
れ
て
い
る
和
紙

は
、
人
間
国
宝
ク
ラ
ス
の
作
家
に
よ
る
も
の
が

中
心
だ
。
中
西
さ
ん
は
そ
の
和
紙
に
耐
色
性
、

耐
久
性
を
よ
く
す
る
た
め
に
こ
ん
に
ゃ
く
の
糊

を
使
う

「紙
衣

（か
み
こ
）
」
と
い
う
伝
統
的

な
方
法
に
よ
る
コ
ー
テ
イ
ン
グ
を
施
す
。
伝
統

の
技
や
知
恵
が
こ
の
よ
う
に
新
し
い
表
現
の
世

界
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
で
現
代
に
お
い
て
息
づ

き
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
世
代

を
担
う
側
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

モ

ー

ル

遊

び

と

人

形

達

福
島
弘
太
郎

。
江
戸
川
ポ
ラ
ン
・
宇
山
あ
ゆ
み

二
月
ニ
ニ
日
～
二
八
日

せ

・
ら
～
る

（新
宿
）

チ
ー
プ

・
シ
ッ
ク

・
ボ
ッ
プ
の
三
つ
を
テ
ー

マ
に
、
会
場
は
新
人
の
江
戸
川
ポ
ラ
ン
さ
ん
の

大
小
様
々
な
モ
ー
ル
人
形
を
中
心
に
福
島
弘
太

郎
氏
の
天
丼
ま
で
届
き
そ
う
な
文
化
人
形
、
宇

山
あ
ゆ
み
さ
ん
の
音
懐
か
し
い
文
化
人
形
な
ど

で
、
子
供
の
頃
の
お
も
ち
ゃ
箱
を
ひ
っ
く
り
返

し
た
よ
う
な
賑
や
か
さ
だ
っ
た
。

江
戸
川
ポ
ラ
ン
さ
ん
の
作
品
は
、
色
彩
は
サ

イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
で
ア
イ
デ
ィ
ア
は
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
み
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
六
十
年

代
の
シ
ー
ン
を
再
現
し
た
数
々
の
ジ
オ
ラ
マ
の

人
形
か
ら
実
物
大
の
楽
器
や
椅
子
ま
で
モ
ー
ル

が
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
対
照
的
に
福
島
氏

の
マ
ク
ロ
な
文
化
人
形
は
最
大
２
ｍ
以
上
。
だ

が
完
成
度
は
高
く
キ
ュ
ー
ト
さ
は
そ
の
ま
ま

だ
。
こ
の
人
形
は
、
そ
の
後
は
十
四
頁
で
紹
介

の
お
店
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ふ
Ｔ
瀞
哄
一々
夕
神
貝
ヱ
ー
　
作
品
展

二
月
十
九
日
～
二
十
六
日

目
白
千
種
画
廊

Ｄ
Ｆ
Ｊ
三
号
誌
上
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
登
場
し
た

小
牧
多
賀
子
さ
ん
が
毎
年
行
っ
て
い
る
個
展
。

地
方
で
の
開
催
を
含
め
、
こ
れ
が
十
回
目
の
個

展
と
な
る
。
千
種
画
廊
は
関
静
な
住
宅
街
の
一

角
に
あ
る
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
小
牧
さ
ん

が
気
に
い
っ
て
利
用
し
て
い
る
会
場
で
あ
る

が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
作
者
の
作
風
と
ベ
ー
ス

に
あ
っ
て
お
り
、
展
示
は
落
ち
着
い
た
印
象
で

ま
と
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
同
様
、
二
十
体
あ
ま
り
の
和
人
形
と
洋

人
形
が
右
と
左
に
対
称
を
成
す
。
小
牧
さ
ん
の

よ
う
に
三
、
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
大
の
石
塑

で
布
張
り
の
人
形
は
よ
く
見
か
け
る
が
、
最
近

は
さ
ら
に
デ
ィ
テ
ー
ル
の
表
現
に
深
み
を
増
し

た
よ
う
で
、
確
か
に
人
を
引
き
込
ん
で
行
く
。

女
性
な
ら
で
は
の
観
察
に
よ
る
ふ
く
よ
か
で
優

美
な
表
情
の
表
現
が
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
た

よ
う
だ
。

吉
同
訴
憫
仔
伽
書
移
　
人
形
展

二
月
二
十

一
日
～
三
十
日

せ
・
ら
～
る

（新
宿
）

一
年
半
前
の
同
会
場
で
の
初
個
展
に
継
ぐ
、

二
度
目
の
個
展
。
高
橋
氏
は
ビ
グ
マ
リ
オ
ン
出

身
で
、
前
回
は
布
張
の
関
節
人
形
な
ど
が
あ
っ

た
が
、
今
回
は
関
節
人
形
は

一
体
も
な
く
、
細

長
く
デ
イ
フ
オ
ル
メ
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
ふ
う
の

作
品
を
中
心
に
十
点
、
シ
ン
ブ
ル
で
ま
っ
た
く

異
な
っ
た
印
象
の
内
容
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
は
指
の
後
が
残
る
よ
う
な
粘
土
の
素
地

に
淡
め
に
直
接
彩
色
さ
れ
、
素
焼
き
の
陶
器
を

思
わ
せ
る
仕
上
が
り
で
あ
る
。

作
品
が
与
え
る
一
連
の
枯
れ
た
風
景
の
よ
う

な
印
象
は
、
絵
画
畑
出
身
の
高
橋
氏
が
、
自
己

主
張
す
る
人
形
よ
り
も
風
景
に
な
じ
む
人
形
を

好
む
こ
と
か
ら
来
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
中

で
、
イ
ノ
セ
ン
ト
な
成
人
の
人
形
と
は
対
照
的

に
、
子
供
の
人
形
の
目
は
挑
発
的
で
あ
る
。
全

体
の
方
向
性
と
し
て
逆
の
も
の
を
感
じ
る
が
、

高
橋
氏
の
内
面
の
世
界
が
ど
の
よ
う
に
熟
成
し

て
い
く
の
か
、
今
後
を
見
守
り
た
い
。

十
ツ
ギ
ソ
多
Ｏ
十
ツ
ギ
ツ
ト
い
　
人
形
展

桜
の
森
の
満
開
の
下

二
月
二
八
日
～
四
月
二
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
悠

（国
立
）

桜
並
木
が
美
し
い
国
立
の
街
で
す
ず
き
す
ず

よ
さ
ん
の
三
回
目
の
個
展
が
あ
り
、
立
像
や
ト

ル
ソ
ー
を
交
え
、
九
十
セ
ン
チ
大
の
球
体
関
節

人
形
の
新
作
な
ど
十
四
点
が
展
示
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｍ
の
作
品
の
写
真
を
見
て
、
す
ず
き
さ
ん

の
新
境
地
か
と
思
っ
た
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う

か
。
依
頼
に
よ
り
制
作
し
た
肖
像
人
形
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
作
風
に
幅
が
広
が
リ
リ

ア
リ
テ
ィ
が
増
し
た
感
じ
が
す
る
。

一
体
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
設
定
し
て
か

ら
制
作
を
始
め
る
と
い
う
が
、
時
に
は
最
後
ま

で
ど
の
よ
う
な

「子
」
に
な
る
か
分
か
ら
な
い

時
も
あ
る
そ
う
だ
。
思
わ
ず
触
っ
て
み
た
く
な

る
よ
う
な
質
感
を
大
事
に
し
た
い
と
、
人
形
な

ら
で
は
の
思
い
人
れ
も
あ
る
が
、
故
天
野
可
淡

氏
に
師
事
後
、
着
実
に
独
自
の
世
界
を
発
展
さ

せ
て
い
る
す
ず
き
さ
ん
は
、
今
後
は
大
き
な
展

示
会
に
も
出
品
し

一
般
の
人
形
の
芸
術
性
へ
の

理
解
を
促
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。

‐―‐国
田
田
ら
口田
ヱ
ー
　
人
形
展

憧
憬
の
道
化
た
ち

四
月
二
三
日
～
二
十
九
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ガ
タ

（銀
座
）

自
然
で
美
し
い
子
供
の
ほ
ほ
え
み
が
印
象
的

で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
道
化
の
姿
を
し
た
子
供

た
ち
を
中
心
に
、
縫
い
ぐ
る
み
の
抱
き
人
形
か

ら
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
ま
で
の
関
節
人
形

が
三
十
体
ほ
ど
並
び
、
映
画
や
小
説
で
味
わ
っ

た
よ
う
な
欧
米
の
古
き
よ
き
時
代
を
彿
彿
と
さ

せ
る
。
今
回
、
人
形
で
は
初
個
展
を
行
っ
た
山
田
富

子
さ
ん
は
、
既
に
フ
エ
ル
ト
を
使
う
た
レ
リ
ー

フ
や
藤
工
芸
の
造
形
な
ど
で
独
創
的
な
作
品
を

発
表
し
て
き
て
い
る
。
と
に
か
く
何
か
を
作
り

表
現
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
人
形
に
も
楽
器
な

ど
思
い
思
い
の
小
物
を
施
し
制
作
を
よ
り
楽
し

ん
で
い
る
。
関
節
の
技
術
を
修
得
す
る
た
め
に

八
年
ほ
ど
前
に
エ
コ
ー
ル
・
ド

・
シ
モ
ン
に
通

っ
た
の
が
人
形
制
作
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
こ
の

子
供
た
ち
の
愛
ら
し
く
て
少
し
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ

ク
な
世
界
を
ま
た
見
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

Ｒ
Ｅ
Ｖ
一
麟
Ｗ

ヽヽ電

展
覧
会
よ
り

一ｔ
ヽ
一●

一一一一一一一一一一ヽ一一一ｒ一・一　．̈で

●
■
●
ｒ
ｉ１１‐―‐―‐

●●
一●
一
■
●
一

竃
認
‐
　
‥
■
聾
一一̈一．

'1義藤‐.:
一一一一
・
″一
一

す
ず
き
す
ず
よ

莉爵‐ヽ鰺螂‐



f rom otler seas

メiンポοミムラエ

16

ア
ン
ヌ
・
ミ
ト
ラ
ニ
の
ア
ト
リ
エ
に
は
、
　
Ｎ

彼
女
の
人
形
が
ひ
と
つ
も
置
い
て
い
な
い
。

「出
来
上
が
る
と
、
す
ぐ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
　
　
Ｍ

出
し
た
り
し
て
手
元
を
離
れ
て
い
く
か
ら
、

見
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
人
形
は
一
体
も

な
い
の
よ
。
制
作
中
の
も
の
な
ら
あ
る
け
ど
。

そ
れ
に
ね
、
手
元
に
置
い
て
お
く
と
、
ま
た

直
し
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
。
き
り
が
な
い
の

よ
。
」
と
ミ
ト
ラ
ニ
。
実
際
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
彼
女
の
人
形
を

「待
っ
て
い
る
」
コ
レ

ク
タ
ー
は
数
知
れ
な
い
。

（イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
文
　
永
田
千
奈
）

永
田

（以
下
Ｎ
）

人
形
を
創
り
は
じ
め
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

ミ
ト
ラ
ニ

（以
下
Ｍ
）
　

ア
ビ
ゲ
イ
ル
・

プ
ラ
ー
ム
ス
と
い
う
人
形
作
家
が
、

人
形
の
衣
装
を
縫
っ
て
く
れ
る
人
を

探
し
て
い
て
、
最
初
は
服
だ
け
を
作
　
　
Ｎ

っ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
、
あ
る
時
、

人
形
本
体
の
方
も
作
り
方
を
教
え
て
　
　
Ｍ

も
ら
い
、
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
。
そ
の
頃
は
、
皆
、
無
表
情
に

近
い
微
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
レ
ー
ス

ひ
ら
ひ
ら
の
お
洋
服
を
着
て
い
る
ロ

マ
ン
テ
ィ
ツ
ク
な
人
形
だ
っ
た
わ
。

で
も
、
す
ぐ
に
彼
，女
の
コ
ピ
ー
で
い

る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
創
り
始
め
た
の
。

今
の
貴
方
の
人
形
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
レ
ア
リ
ス
ト
で
す
よ
ね
。

そ
う
ね
。
微
〓夭
み
と
い
う
よ
り
は
、

歯
を
見
せ
て
笑
っ
て
た
り
、
服
も
サ

ロ
ペ
ッ
ト
な
ん
か
着
て
る
し
。　
一
時

は
ね
、
泣
き
顔
の
人
形
ば
っ
か
り
創

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
の
。
人
形
は

鏡
な
の
よ
。
自
分
が
悩
ん
で
い
る
時

は
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
顔
の
人
形

に
な
る
し
、
逆
に
笑
っ
て
い
る
人
形

を
創
る
時
に
は
、
自
分
が
笑
っ
て
み

て
、
あ
、
人
間
笑
う
時
っ
て
、
こ
ん

な
表
情
に
な
る
ん
だ
、
な
ん
て
再
確

認
し
た
り
し
て
。
と
に
か
く
、
人
形

を
創
る
と
き
は
、
内
面
に
秘
め
た
感

情
を
、
実
際
に

「感
じ
る
」
こ
と
が

必
要
な
の
。
だ
か
ら
、
顔
、
表
情
に

時
間
を
か
け
て
い
ま
す
。
眼
差
し
が

と
て
も
大
切
。

子
供
を
題
材
に
し
た
も
の
が
多
い
で

す
ね
。

子
供
は
、
瞬
間
、
瞬
間
の
表
情
に

は
っ
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
大

好
き
。
内
面
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
マ
ン
ネ

リ
化
す
る
の
は
嫌
な
の
で
、
そ
ろ
そ

ろ
別
の
も
の
に
も
挑
戦
し
た
い
わ
。

大
人
と
か
老
∵人
と
か
。
と
に
か
く
、

い
つ
も
進
行
形
で
い
た
い
の
。
リ
ス

ク
も
あ
る
け
ど
失
敗
は
恐
れ
な
い

し
、
何
に
で
も
扉
を
開
い
て
お
き
た

い
の
よ
。

Ｎ
　
素
材
は
い
つ
も
樹
脂
で
す
か
？

Ｍ
　
そ
う
。
透
明
感
が
あ
る
し
、
何
よ
り

も
複
製
が
き
か
な
い
の
が
気
に
い
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
人
形
は
三
度
と
つ

く
れ
な
い
の
が
魅
力
。
布
類
は
少
し

づ
つ
集
め
て
、
今
は
こ
ん
な
に

（ア

ト
リ
エ
の
棚
は
布
で
い
っ
ぱ
い
）
。

前
は
よ
く
蚤
の
市
も
行
っ
た
わ
。

Ｎ
　
一
体
に
ど
の
く
ら
い
時
間
を
か
け
ま

す
か
？

Ｍ
　
三
週
間
ぐ
ら
い
。
よ
く
働
く
の
よ
、

朝
か
ら
晩
ま
で
。
ア
ト
リ
エ
か
ら
家

に
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
る
し
。
複
数

の
人
形
を
同
時
に
作
る
こ
と
も
あ
る

け
ど
、
と
て
も
疲
れ
る
わ
。
出
来
る

だ
け
、　
一
体
に
集
中
し
た
い
。

Ｎ
　
と
こ
ろ
で
、
子
供
の
時
か
ら
人
形
は

好
き
で
し
た
か
？

Ｍ
　
大
好
き
！
お
も
ち
ゃ
の
抱
き
人
形
か

ら
始
ま
っ
て
、
十
歳
ぐ
ら
い
の
時
、

叔
母
が
ビ
ス
ク
・
ド
ー
ル
を
く
れ
た

の
。
ジ

ュ
モ
ー
だ

っ
た
か
し

ら
。
叔
母
は
ね
、
そ
の
人
形
が
怖
い

か
ら
部
屋
に
飾

っ
て
お
く
の
が
嫌

だ
っ
て
、
私
に
く
れ
た
の
。
で
も
、

私
は
、
怖
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
夜
、
人
形
と
別
れ
て
寝
る
の

が
つ
ら
か
っ
た
ほ
ど
、
そ
の
人
形
に

魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
。
そ
れ
ま

で
の
一
緒
に
遊
ぶ
人
形
と
は
、
別
の

世
界
が
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
ね
。

Ｎ
　
ハ
７
後
の
目
標
は
？

Ｍ
　
ま
だ
ま
だ
変
わ
っ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
人
形
教
室
も
開
き
た
い

な
、
と
思
っ
て
い
る
の
。
私
は
人
と

話
す
　
と
が
好
き
だ
し
　
ム
形
製
作

と
い
う
の
は
、
と
て
も
孤
独
な
作
業

だ
か
ら
、
何
か
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
る

と
い
い
な
、
と
思
う
の
よ
。

ミ
ト
ラ
ニ
の
ア
ト
リ
エ
を
出
た
と
こ

ろ
で
、
す
れ
ち
が
っ
た
少
年
は
、
彼

女
の
人
形
に
そ
っ
く
り
、
い
や
彼
女

の
人
形
が
、
そ
れ
だ
け
レ
ア
リ
ス
ト

な
の
だ
。
ど
こ
に
で
も
い
る
子
供
た

ち
を
、
彼
女
し
か
作
れ
な
い
人
形
に

し
て
し
ま
っ
た
の
が
何
と
い
っ
て
も

ミ
ト
ラ
ニ
の
魅
力
な
の
で
あ
る
。

（
一
九
九
五
年
二
月
十

一
日

パ
リ
十
五
区
の
ミ
ト
ラ
ニ
の

ア
ト
リ
エ
に
て
）

案
案
宋
案
尖
案
案
案
宋
案
案
↑
不
飛
案
案
案
《
案
案
案
未
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私の仕事は作る側と買い手の両者を相手にして観客を集める脇役に過ぎま

せん。

創作人形が量産に向いてない宿命を克服するためには、作家自身も個展、

グループ展、教室展やマスコミなどあらゆる機会を利用して質の高い作品を

発表し、一部の収集家だけでなく一般の人々にむけて創作人形のPRに貢献
することが現在、真剣に取 り組むべき課題ではないかと思います。 私が企
画した8回の九州地区巡回展においては、創作人形を初めてみた人が90%
以上、人形を買おうという人はとても少数に限られます。展示会の経費さえ

回収できないことの方が多いのです。一点も売れずまったくの赤字という時

もあります。

私が真の愛好者を求めて恒常的に作品をギャラリーに展示 し、人形と出会

う機会を少しでも多くするため各地で展示会をするのは、そうした活動の結

果として、作品が売れることを期待するからです。目的を金儲けするためと

は考えたことはありませんが、ギャラリーを維持するための栄養分は必要で

す。理解ある作家と援護者も欲しいと思います。

制作者、販売者、購買者の三者の思惑がすべての点で一致することは理想

であるけれども、そのような作品は数が多くないと思われます。それは0作
家の満足度、②客受け、③価格の三点を調和に近づけることは困難なことだ

からです。しかし、制作者個々の力量により、この三点を近づけるのは可能

だと考えます。

人形の場合は誰かに愛情を注がれることを願って創られると思います。子

供が独立 して新 しい伴侶を得るように、手放す愛情もあらねばならないで

しょう。人形 と人との関係は、深く、強い心の交流である個の結びつきに

よって初めて生を得ることを考えると、大勢の人の見せ物になっているだけ

のメJI多や作者の部屋のガラス戸棚に閉じ込められている人形たちは、果たし

て幸福に生き続けることができるでしょうか。

広く人形愛好家を増やすためには制作者、販売業者双方とも購買者に満足

してもらうよう作品の質の向上安定を心がけ、技術面においても安心して提

供できるように努力を怠らないことが人形市場を拡大し、ひいては関係者の

生活を安定させ、若い制作プロを育て継続的な隆盛につながっていくと思い

ます。

作品価格については全国的な相場が確立していない現在、価格設定に制作

者の意志が大きく反映しているように感じられます。制作プロは、作品の出

来具合の結果のみで自由に価格を決めるべきです。幸いまだキャリアや名前

で価格が決められるような悪 しき慣習には陥ってないようですから人形界の

正常な発展に希望がもてると思います。

ドール・ギャラリー ラ・ファミーユ
中島単一

龍 童文

文・イラスト  魔宮 ビノン

多再 ■ 1亘1 ・'1年首が 4rい :"

新参、駆け出しもいいところの私も、出来上がっ

た人形を梱包しておくる機会に恵まれました。

人形が出来上がるまではとても調子良かったので

す。制作中は完成させたらそれで終わり、と軽く考

えていました。

人形は50cm以上ありますから送るのには60
cmく らいの箱が欲しいのですが、私の家にそんな

大きな箱はありません。お昼頃、まずは家の近くに

ある梱包材料のお店に行きました。ここで絶対に

売っている、と確信していました。

ところが無い !

お店の人が出してくれたのは、とってもスーパーグ

ラマーな段ポール !私の送ろうとしている人形が

10個 くらい入りそう。
「こんなのカッコ悪くて絶対嫌 !」 と、まだその時

は美しさにこだわっていたのです。

次に行ったのは大きな薬屋さん。お店の裏にある

無数に詰まれた段ポールの山を見た時はとっても幸

せな気分でした。この中にひとつくらい、望みどお

りのスリムな箱があるだろうと思いました。

でも、ないのです。

でもとにかく、それぞれのお店で大きな段ボール

を二つずつ、キープしました。

lヾ ― ノLノ
‐ ギ ヽヽ′=ランリ ー

ラ・ ファミーユの中島幸子 さん

ヽ

ヽ
｀ヽ

今号よりDFJ2号の投書欄に登場した尾崎
信子さんこと魔宮ピノンさんが、イラストとと

もにビギナー・アーティストが経験するさまざ

まなことをエッセイに綴ります。
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文・小川千恵子

お
そ
ら
く
現
在
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

・

ド
ー
ル
を
扱
う
専
門
店
と
し
て
は
、
全
国

で
唯

一
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
ー
テ
イ
ス
ト

・
ド
ー
ル
を
愛
好
す
る

者
、
創
る
者
に
と
っ
て
救
世
主
の
よ
う
な

中
島
健

一
・
幸
子
夫
妻
が
長
崎
市
の
中
心

地
で
あ
る
浜
町
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ル
に

六
坪
あ
ま
り
の

「ラ
ｏ
フ
ァ
ミ
ー
ユ
」
を

オ
ー
プ
ン
し
て
二
年
余
り
。
常
時
四
＋
占
ヽ

あ
ま
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ド
ー
ル
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
読
者
の
方
々
も
容
易
に
想
像
が

つ
か
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
道
は
決
し
て

た
や
す
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
悪
藍塾
古

闘
ぶ
り
は
、
こ
こ
に
掲
げ
る
中
島
氏
か
ら

の
お
手
紙
で
も
伺
え
る
が
、
私
も
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
携
わ
る
立
場
か
ら
の
感
想
を
お
許

し
願
え
れ
ば
、
実
に
業
者
の
肉
声
と
し
て

深
く
共
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
困
難
な
状
況
の
中
、
ラ
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ

で
は
全
国
の
三
十
五
人
の
作
家
の
作
品
を

扱
い
、
九
州
各
地
で
巡
回
展
を
行
い
、
店

で
も
年
四
～
五
回
の
企
画
展
を
行
っ
て
い

る
。
と
に
か
く
人
目
に
触
れ
る
こ
と
が
何

よ
り
先
決
問
題
、
と
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
マ
ス
コ
ミ
関
係
に
も
積
極
的
に
働
き
か

け
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
案
内
を
通
じ
、
遠

方
か
ら
楽
し
み
に
し
て
来
た
人
が
思
わ
ず

□
元
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
り
し
て
い
る
の
を

見
る
と
損
得
を
離
れ
て
喜
び
を
感
じ
る
、

と
中
島
さ
ん
は
言
う
。

人
形
を
扱
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

ス
ベ
イ
ン
の
上
産
品
店
に
あ
っ
た
自
転
車

に
乗
っ
た
少
女
の
人
形
だ
と
い
う
。
そ
の

動
き
に
日
本
の
静
か
な
人
形
に
な
い
も
の

を
感
じ
た
そ
う
だ
が
、
ラ
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ

に
は
、
日
本
の
人
形
界
に
な
か
っ
た
新
し

い
側
面
を
担
う
べ
く
大
い
に
活
躍
し
て
ほ

し
い
も
の
だ
。
ド
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

フ́

ー

フ

ァ

ミヽ
ー

ユ

営
業
　
十
時
半
～
二
十
時

第
二

・
三
木
曜
日
休
館

〒
８
５
０

長
崎
市
浜
町
九
―
八
　
カ
ロ
ム
４
Ｆ

８
０
九
五
八
―
二
五
―
九

一
四
二
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お化 ゲ屋 敷1店長 Ξ認

それから花屋さんの箱を思い出し、"これだ !"
と思って行つてみたのですが、あっても花屋さんが

使うものだからと、これもダメ。

そこで私は、ティッシュベーパーとウェット

ティッシュとセプンスターと缶ビールの段ポールを

両手に抱えて一というよりも疲れて持ちあげること

も出来ずズリズリーッとプキミな音を立てながら引

きずって帰つたのであります。お他睦はすっかり落

ちてしまい、髪はボサポサ、足は痛いしアゴばっか

り前に出てちっとも家に近付かないのです。

頭の中はハコでいっばい

ハコ、ハコ、ハコ、ハコー、ダンポーール・・・

結局使用したのはアサヒビールの缶の詰め合わせ

ボックス。ネイビープルーに赤字のかわいい段ボー

ルでした。梱包が終わったのはもう八時くらいに

なっていて、フラフラしながら近くのコンビニに

持って行きました。

2～ 3日中にまた、人形を送るのです。今度はヤ

オヤさんでもらったセロリの段ボールです、ハイ !

ひとつ勉強しました。人形を作るのと同じ位のパ

ワーで梱包しないと、捜さないと、思いどおりの梱

包は出来ないらしい、ということを 
―

場――%
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◇
人
間
国
宝
展
、
二
十
八
日
に
見
て
参
り
ま
し

た
。
掘
柳
女
が
見
た
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。
全
体
で
身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
感
じ
で

す
。
せ
ｏ
ら
～
る
で
、
モ
ー
ル

（江
戸
川
ポ
ラ
ン

さ
ん
の
作
品
）
見
て
き
ま
し
た
。
細
か
く
て
、
よ

く
こ
こ
ま
で
と
思
い
ま
し
た
。
モ
ー
ル
も
、
文
化

人
形
も
、
幼
い
頃
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
よ
う
な

懐
か
し
い
感
じ
で
し
た
。

Ｄ
Ｆ
Ｊ
、
ま
た

一
気
に
読
み
ま
し
た
。
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。
吉
田
先
生
の
言
葉
は
、
人
形
を

創
る
人
の
言
葉
と
し
て
つ
た
わ
っ
て
き
ま
す
。
表

紙
も
す
て
き
で
し
た
。
生
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

弘
太
郎
先
生
の
コ
ラ
ム
も
印
象
に
残
り
ま
す
。

（後
略
）

【青
梅
市
　
杉
山
久
江
】

◆
私
も
掘
柳
女
さ
ん
の
作
品
は
始
め
て
見
ま
し

た
。
作
品
か
ら
伝
わ
る
そ
の
気
品
、
気
迫
、
美
し

さ
は
、
現
代
に
お
い
て
も
遜
色
が
な
い
ど
こ
ろ

か
、
道
の
り
の
遠
さ
を
た
だ
感
じ
る
思
い
で
し

た
。
六
月
の
横
浜
人
形
の
家
で
開
か
れ
る
日
本
人

形
玩
具
学
会
の
展
示

（
一
般
入
場
可
）
で
は
、
こ

の
時
と
は
違
う
掘
作
品
の
他
、
故
人
の
作
品
も
展

示
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。　
　
　
　
Ｃ

◇

Ｄ

Ｆ

Ｊ

Ｖ

Ｏ

Ｌ

４

、

と

て

も

楽

し

く

読

ま

せ

て

頂
き
ま
し
た
！

震
災
の
た
め
、
通
っ
て
い
た
人
形
教
室
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
作
り
か
け
の
人
形
達
を
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か

。
・
と
不
安
で
少
し
悩
ん
だ
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
を
読
ん
で
、　
一
人
で
細

々
と
で
も
や
っ
て
見
よ
う
と
い
う
決
心

・
・
と
い

う
か
、
勇
気
が
出
て
き
ま
し
た
。

長
田
の
親
類
が
亡
く
な
っ
て
、
自
宅
も
半
壊
な

の
で
家
の
中
で
す
ら
人
形
人
形
）
と
騒
げ
る
状
況

で
は
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
が
、
教
室

が
再
開
さ
れ
る
ま
で
Ｄ
Ｆ
Ｊ
が
先
生
と
思
い
、
頑

張
っ
て
作
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【明
石
市
　
高
野
榮
子
】

◆
被
災
地
域
の
方
か
ら
こ
の
よ
う
な
お
手
紙
を
い

た
だ
く
と
ほ
っ
と
致
し
ま
す
。
関
節
人
形
の
作
り

か
け
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
お
あ
り
の
よ
う
で

す
が
、
技
術
的
な
質
問
も
誌
面
で
受
付
い
た
し
ま

す
の
で
お
送
り
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

◆
Ｄ
Ｆ
Ｊ
を
お
届
け
し
て
い
る
美
術
学
校
等
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

◇
第
４
号
を
ご
寄
贈
下
さ
い
ま
し
て
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
刊
行
の
際
は
ご
恵

送
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

―

　
　
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資
料
図
書
館

◇
貴
重
な
参
考
資
料
と
し
て
広
く
教
員
学
生
の
閲

覧
に
供
し
、
ご
厚
意
に
添
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
　
女
子
美
術
短
期
大
学
図
書
館

◇
Ｖ
Ｏ
Ｌ
ｌ
よ
リ
フ
ァ
イ
ル
さ
せ
て
い
だ
だ
い
て

お
り
ま
す
。
学
生

へ
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

―

　
　
広
島
芸
術
学
院

◇
表
紙
の
お
人
形
の
何
と
も
云
え
ぬ
自
然
の
表
情

に
感
動
致
し
ま
し
た
。
資
料
と
し
て
保
存
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

―
―
　
桃
園
学
園
造
形
専
門
学
校

◆
こ
の
他
に
も
、
多
く
の
美
術
教
育
関
係
機
関
か

ら
資
料
と
し
て
活
用
し
て
頂
い
て
い
る
旨
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

☆
Ｄ
Ｆ
Ｊ
事
務
局
よ
り

・
　
Ｄ
Ｆ
Ｊ
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の

一
号
、
二
号

三
号
は
在
庫
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。
版
も
処
分

さ
れ
て
い
る
た
め
再
版
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
内
容
を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
自
黒
コ
ピ
ー
を
実
費
に
て
お
分
け
致

し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

・　

Ｄ
Ｆ
Ｊ
は
東
京
都
国
際
交
流
財
団
の
助
成
事

業
と
し
て
七
月
に

「
日
米
ド
ー
ル
ア
ー
ト
文
化

交
流
事
業
」
を
行
い
ま
す
。
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ａ
に
お

け
る
小
川
事
務
局
長
の
ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
中
心
に
日
本
と
現
地
の
人
形
作
家
の
交
流
を

試
み
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
は
次
号
に
て
お
伝
え
致

し
ま
す
。
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芋受 :希高 場譲 多晨 ||||||||||
【LETTERS】 感想、ご意見、ご希望など
【CS(新 人紹介 )】 自薦、他薦を問いません。まず、写真
をお送り下さい。

【REVIEW】 個展、展覧会の感想。400字程度
*以上の採用分には、リーセ葉書セットを進呈。
【INFORMAT10N】 ニュースがあったら何でも

【近況報告】プロの作家の方の最新作の発表の場です。
応募はCSに準じます。 (採用分には規定稿料をお支払い
します )

【教室、個展他の案内】随時受けつけます。
*応募は、項目を明記の上、 Dl■ J事務局まで

DFJ購 読 方 法  ||
ドール・フォーラム・ジャバン (DFJ)は 書店では販売さ
れていません。購読は、会員購読制です。DFJは年に4回
5月 、 8月 、 11月 、 2月 に発行されます。
お申込は、年会費 5千円を下記の方法でご送金下さい。
*郵便振替  00120-8-717693

「ユーラシア・ ドールズ」
(通信欄に、「 DF、 J」 と明記する)

*現金書留 または 郵便小為替

バ ッ ク ブ
~ン バ

ー ー
4号 (表紙・吉田良一)のみ。
会員の方は 1部 1000円 です。非会員の方 :1400円

ドール・フォーラム・ ジャバン第 4号
1995年 5月 19日発行
編集発行 :ド ール・フォーラム・ジャバン事務局

〒189東京都東村山市久米川町 3-27-57
210423-95-7547 FAX 0423-95-7975

編集責任者 :小川千恵子
印刷   :株 式会社 日出島
ドール・フォーラム・ジャルはユーラシア・ド勃ズのスオンサーシップにより運営さ紅 います。

編 多晨イ髪 1言己 ド」レ・フ■ラム・ジャバン事務局長  小川千恵子

☆  DF、12年目を迎えた今号は特別版として、オースト
ラリアのダイアン・ハーグリープス編集長が廃刊となった
コレクティブル・ ドールズ・アンド・ ミニチュア誌に掲載
を予定していた記事を迎えた。ご存知のように、欧米の雑
誌と日本の縦書きの雑誌は表紙が反対なので、今回のDF
Jは両面から楽しめる。タイトルも、DFJか らジャバン
の、1を省いた。オーストラリアのスローガンは「リビング
・ トゥギャザー」。異人種の混在する社会でお互いうまく
やっていこう、という思いが込められている。DFJも、
いつかは本当に 1)F｀ となって、豊富な情報や共通の価値観
をもって、各国の人々と芸術的人形論を展開していけるこ
とを目指したいものである。
☆ 年を一巡し会員も順調に増え、昨年の同じ頃 ドール・
アー トの認識と地位を高めたいと考えてこの ドール・フォ
ーラム・ジャバンをスター トしたことを思えば、嬉しい限
りである。ネットワークも広がり、何かとドール・フォー
ラム・ジャバンを気にして下さる作家や関係者、読者の方
が増え、大変にありがたい。「大変でしょう?」 といわれ
もし「大変じゃない」と答えたら嘘になる。だが、その大
変さを承知して始めたことであるし、多くの人との出会い
によるそれ以上の喜びという報酬を得ている。それにドー
ル・アートを仕事として選ぶ人に大変でない人は少ない。
☆ 今回は奇しくも長崎のラ・ファミーユの中島健一さんと.

福島弘太郎さんが違う立場から、 ドール・アー トの市場の
狭さの問題を指摘された。とにかく世の中の多くの人に、
ドールアー トの作家の仕事を見てもらい、批評を受ける回
数を増やすのがこの業界の最優先課題である。 6月 に行わ
れる人形玩具学会のイベント、本曽駒 ドールミュージアム
のオープンは、今後の日本の ドール・アー トにとって有意
義なものである。会員の方の高い関心を期待したい。

糸迷続 琴 謝 費 き ,0まお :早|めに 1111
今号で会員期限の切れる方には郵便振替用紙を同封しています。
継続会員の年会費は、4500円 となります。 (翌号発行までに
お中し込みのない場合は、無効となりますのでご注意下さい。 )

と欠1与チ・ι彗:8ン用
・
■ 9 El‐チモイ■テ■チ=貫建:  DM同封希望の方 (会員のみ)は 8月 1115日必着||  |■||

イ固 展 な ど 十青 幸反σD連 糸各 は 、 お 早 め に お 原貞い 至欠 し ま づ~。

*本誌掲載に記事 。写真の無断転載・複写を禁 じます。
(3-27-57 Кl:Π l()gawa, lli gash i mt,「 aya■ ta―shi,Toky()189 、JAl)AN  te1 81-4213-1)5-7547 rax 81-423-95-7975D01.1, FORIJ� l 、JAPAN
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'My father as the family bulldog'

'Appearing One Night OnlY'
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"Shim" 18 inches, super sculpey and paperclay 1993

The lncomparable Artistry of E.J. Taylor

|■|■□
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A)l photographs by Colin Willoughby and courtesy of E.J. Taylor

"Christmas Elves" 15 inches, super sculpey and celluclay. Tiffany's Christmas
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MAXINE MORGANSEN - A New Discovery
by Diane Hargreaves

Maxene Morganson is a talented new Artist, living in
Australia, who has only been making original dolls
since late 1993.
She is working in miniature, using both true
dollshouse scale of lllzLh (1 inch to the foot) and
slightly larger museum scale of 1/1Oth.
Her dolls are direct sculpted in fimo, and have been
created as dolls in their own right, not to be
incorporated into dollshouses. The reason for this is
obvious when you see examples of her work. Each of
her one-of-a-kind creations is presented in vignette
scenes and stands alone to tell it's own story.
For example, the scene of two children riding on the
back of the family bulldog is based on Maxene's own
experience as a child. She says that the family bulldog
was totally devoted to her when she was young. It was
very protective of her, and followed her everywhere.
When her father became concerned about the dog and
would chase it away, Maxene says she became unsure
which of the two of them was actually her father.
When she created this scene, Maxene made the
bulldog in her father's likeness, and the little girl on
the dog's back is a portrait of herself at a young age.
She has also incorporated her husband into the scene,
as she used a portrait of him as a child as the model
for the little boy seated behind her.
Maxene makes many of her figures as animals,
dressed as humans. The scene titled 'One night only'
shows the depths of her imagination. Do you suppose
the fish figure seated at the piano is really quite
oblivious to what is in store for him? Or is he simply
refusing to acknowledge that after the show, he could
be'dinner'?
All of Maxene's work is presented in keeping with her
own personal vision, and for that reason the figures
are not movable. They each have glass eyes, and are
painted with acrylics and make-up. She uses mohair
for the wigs, which she makes on a base and fits onto
the head of the bigger dolls. With the dollshouse scale
miniature dolls, she usually glues the hair directly on
to the skull. When needed, shc
simulates curls by first wrapping the air around a rod
while it is still wet.
The clothing for each doll is an integral part of the
whole scene. She uses old antique cottons where
possible and dyes them to the colour that she wants.
Like many other artists, Maxene haunts opportunity
shops and antique stores looking for fabrics. The
clothing on her dolls can either be stitched or glued.
She will often glue the fabric into place in order to
create a certain fold or draping effect. Maxene says
is depends on which works best on the individual
piece that she is working on at the time. She makes
tiny buttons from fimo to complement the costume.
Maxene was born in Gisborne, New Zealand, but
moved to Australia at the age of 20, with her husband
Gary. Although making dolls for such a short time,
Maxene has been working artistically since fg8s
when she commenced working with clay. After
learning how to throw pottery and make ceramics,
she and Gary set up their own ceramic studio. At this
time, Maxene also painted scenes using a combination
of wax and fabric, r:reating a type of three-

.For more information on Maxene and her work, you
can write to her at the following address. Please
remember to include a stamped self addressed
envelope.
Maxene Morganson 109 Beech Drive Suffolk Park
NSW 2481 Australia

dimensional image. She later discovered that she
really enjoys sculpting figures directly in fimo, and
this is now her preferred medium.
Maxene says that she tried working in porcelain, but
that she didn't enjoy having to make allowances for
undercuts while creating her figures. She found that
she couldn't totally lose herseH in the sculpture, if
she had to keep coming back into her head to think
about where the undercuts should be.
After completing her first body of work, Maxene sent
photographs to various galleries in the United States,
to gauge their reactions. She targeted those places
that normally sell Artists dolls, and was thrilled that
all of the gallery owners, sent back positive responses.
When she was invited to send examples of her work
for inclusion in an exhibition and sale at one of the
Galleries, Maxene sent her entire stock of dolls that
she had made - a total of nine months' work. To her
horror, the entire shipment was damaged in transit.
When they finally arrived into the gallery, the owner
rang her to say that every piece had been destroyed
and was bcyond repair.
Even though the shipment had been insured, Maxene
was dcvastated that her work had been lost. It was an
experience that naturally enough she never wants to
see repeaicd.
This prompted her decision to start producing limited
edition dolls. With the help of Gary, she made silicone
rubber moulds from six of her original sculptures.
From these, Maxene has started casting miniature
dolls in wax.
These dolls are beautifully made, and are painted
with oils. They are dressed as fairies using simple
fabrics and are utterly charming. Maxene is limiting
these dolls to an edition of 120. However, she says she
has lots of other wonderful ideas running around her
head, and her dream is to push the casting of dolls in
this way, into another dimension.
Meanwhile, she is also continuing with her one-of-a-
kind creaLions.
Maxene's one-of-a-kind dolls range in price fr<lm
A$700 to A$1500 depending on the amount of work
involved. Her limited edition dolls realize between
A$95 and A$145 each.



The Incomparable Artistry of E.J. Taylor
By Diane Hargreaves

E.J.Taylor is the consummate Doll Artist. He has an
incredible amount of artistic talent, coupled with an
irresistible blend of charm and niceness, and a wicked
sense of humour. To me he conjures up visions of a
more gracious era when the world was less hurried
and people took the time to exchange pleasantries
with each other. He is shy and unassuming, soft
spoken and gentle, and has an aura ofserenity about
him, that I envy.
E.J. is one of the pioneers of Doll Art, as we know it
today, in the Western World, and certainly one of the
most talented. His Artist Dolls are indeed exquisite,
and his subject matter diverse. He has created
wonderfully realistic figures that display a depth of
emotion and sensitivity that is seldom achieved by
other Artists. From the depths of his imagination,
came an entire community of elves that made up the
Tiffany's Christmas Window Display. These have a
magical quality about them, somehow blended with a
poignant realism, that clutches at your heart. FIe has
created clown figures from the Italian Commedia
del'Arte, and a whole range of anthropomorphic
figures that are meticulously executed and
exquisitely dressed. They are disarmingly believable,
and you have to remind yourself that these fabulous
creatures do not really exist. His work is both exciting
and refreshingly different, and achieves a rare
standard of excellence that reaches into another
dimension.
AII of E.J's figures are completely handmade and
hand sewn, and display an infinite amount of fine
detail. Each one is as unique as the next, and has its
own definite personality. His style of dressing can
combine the simplest of fabrics into the most
interesting array of costuming ever seen.
E.J.'s skills have no doubt been honed in part by his
diverse background and extensive design experience.
He studied costume design at the Parsons School of
Design in New York City - one of the top design
schools in the United States, and his training was
very thorough. It included, art history, costume
design, fashion drawing, fashion illustration,
anatomy and life drawing, colour theory, design,
draping, tailoring, hand finishing and pattern
drafting. All of these techniques are called upon in his
dollmaking, which E.J. admits is his first love. His
talent of course is apparent and uniquely his own.
After graduation, E.J.'s artistic flair was quickly
recognised, and his work was in great demand. Early
in his career, he was hired to design and build
puppets, masks and special effects for a Broadway
production by Stephen Sondheim and Hal Prince.
More such work followed. He has designed dolls and
puppets for Boris Aronsen and Mikhail Baryshnikov,
and designed windows for Sak's of Fifth Avenue and
Henri Bendel's. He has also designed the Tiffany's
Windows in New York City on four separate occasions,
in itself a remarkable achievement.
E.J. ceased making dolls for a period of about ten
years, when he was immersed in other creative
activities. During that time, he was certainly not idle.

FIe wrote and illustrated a whole series of children's
books, that enjoyed great success and won him a
whole new legion of fans. Not surprisingly, these are
some of the most delightful books for younger
children, that I have ever read. He also wrote a very
detailed book on dollmaking in which he describes
various dollmaking techniques. The step by step
instructions, show how to make a paper doll, a
stocking doll, a papier mache doll, a clay doll, a wax
doll and two types of rag dolls. His book is still
currently available and has proved to be a great asset
to many aspiring doll artists.
E.J. was born and raised in the United States in
Longview, Washington - a lumber milling town on the
Columbia River. He lived on a farm, which meant a
plentiful supply of natural resources were readily
available to him. As a child he was always artistic,
and forever making imaginative things. IIe recalls
seeing his first puppet show when he was only seven
years old and being totally mesmerised by the images
before him. It left a lasting impression, and led to him
making childish environments of his own, and acting
out his fantasies with the small figures thal he
created. So were sown the seeds of a passion, which is
still with him today, that finds an outlet, in his
dollmaking.
E.J. made his first doll when he was twelve, from a
combination of quilting cotton and fabric scraps left
over from his mother's sewing box. He used baling
wire for the armature and shredded old nylon
stockings for the wig. The doll was held together with
elmer's glue, and painted with a mix of his mother's
make up and water colours.
Over the years, E.J. has mastered many di{ferent
mediums. He is currently creating dolls using a
combination of paper clay and super sculpey, and
produces about ten figures a year. [Ie now lives in
England, and his work is sold mostly by commission.
Occasionally a piece becomes available, which is
almost always snapped up immediately. It is easy to
understand why. E..I. Taylor's work is in a realm of
it's own. He is widely regarded as one of the most
talented Original Doll Artists in the Western World,
and is one of the few whose work is unquestionably
accepted as Fine Art-

For copies of his book, 'Dollmaking by E.J. Taylor' or
more information E.J. may be contacted at the
following address. A stamped self-addressed envelope
or International reply coupon would be appreciated.

E.J. Taylor, 6 Layer Gardens, Acton WS gPR London
England. .Fax # 44-1-81-992 4235
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